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序章












　床に引き倒された俺の腹を跨ぐようにして座っているその人は、とても楽しそうに笑っていた。

「ちょ……何やってるんですか、渡わた月つきさん！」

「何って……するんでしょ？　セックス」

　どうしてそんな事を聞くんだ？　と言いたげに首を傾げた渡月さんの前髪がはらりと落ちて、顔に影を落とす。ゆらゆら揺れる前髪がまるで俺をからかっているかのように思えて、俺は顔をひきつらせながら、必死に彼の行動が冗談であると思いこもうとした。

「はぁっ？　だって、さっき出会ったばっかりですよ？　冗談やめて下さいよ」

「出会って三分でえっちなことする事だってあるよ。安心して、僕、結構上手だから。いっぱい気持ちよくしてあげる」

　彼は年上とはいえ、俺よりもずっと細くて背も低いから、体を傾けるなり何なりして体勢を崩させて、突き飛ばしてしまえば逃げられるはずなのに、何故かその瞳に見つめられると、体が思うように動かなくなってしまう。

（やばい……この人、ちょっとおかしいよ！）

　―――同どう源げん道みち生お、二十一歳。人生最大のピンチは、脱童貞のチャンスと一緒にやって来たようです。

















第１章　再会












　それは明るいような薄暗いような、奇妙な場所だった。

　木々の間であるようにも見え、何もない空間でもあるようにも思え、さらに言えばどちらが上か下かさえも曖昧に感じる。

（ああ……また、あの夢だ……）

　これは夢だ。子供のころから何度も見た、俺が神隠しにあった時の光景だ。

『神隠し』というとひどく古臭くて、誘拐事件が解決しないときにそんなふうに名づけるのだろうと大概の人は笑うかもしれない。けれど、実際それはちょくちょく起きているらしい。もっとも明らかに『神隠し』という状況の時は表沙汰になることはなく、こっそりと対策が取られる……ということは後に知ったことだけど。

　夢の中で五歳の俺は、半べそをかきながら、ここから出る手段を探していた。自分がどこにいるか分からない不安感もあったけれど、何より親とはぐれて一人でいるのが怖くて仕方がなかった。

「帰りたいよ……お父さん、お母さん、お腹すいたよ……」

　そう呟いた途端、背後に何かの気配を感じて振り返る。ほとんどシルエットになって、顔も服装もよく分からないけれど、優しそうだということと、この人は味方だということだけは本能的に分かった。とにかくちゃんとした人間がそこに立っている気配を感じて、俺はほっと安堵した気がする。

『道生くん、神様がね、もう帰っていいよって言ってくれたよ』

　不思議な空間に響く優しく柔らかな声は、ちょうど三十歳になったばかりの父親によく似ている気がした。

「本当？」

『ああ、だから、あっちの明るいところに歩いて行きなさい』

　その人が指さした先には、キラキラと明るく輝く窓のようなものがあった。

「あそこに行くの？」

『そう。でも、あの明るいところに行くまでは、絶対に振り返ってはいけないよ』

「振り返る……？」

『うーんとね、僕の方を向いちゃダメっていう事だよ。さあ、行くんだ』

「わかった」

　頷く俺の頭を、その人は優しく撫でてくれた。その大きな手の温もりは恐怖に縮こまっていた俺の心をほぐしてくれて、前に進む勇気をくれたように思える。俺は彼の言葉に従って、まっすぐ前を向いて歩き出す。光はぐんぐん大きくなり、俺を包み込むような大きさになって、眩しさに俺は目を閉じた。

（あ……）

　目を開けると、見慣れた自分の部屋の天井があった。カーテンからは朝の光がまぶしく差し込んでいる。小学生が学校に向かう声が聞こえてくるところからすると、もう７時半はとっくに回っているのだろう。

「また、この夢見たのか……最近多いな」

　もそもそとベッドから体を起こし、俺はそっと自分の頭に触れてみる。

「あの手の人って、誰だったんだろう……？」

　撫でられた場所に触れてみても、もちろんその人の手の温もりなどあるわけはなく、自分の寝癖だらけのコシの強い髪の毛に触れるだけだった。

「ま、いっか」

　勢いをつけて起き上がると、同居している（正確には俺が同居させてもらってる居候なんだけど）おばさんのために朝食を作るべく台所に向かった。






　ママチャリのカゴに愛用のリュックを入れて、俺は大学に向かっていた。この時間なら一限は余裕だろうけど、まだ新学期が始まったばかりなので、早い時間の授業でも人がそれなりに集まる。早めに行かないと適当な位置の席が取れなくなるので、早めに行くに越したことはない。

　俺の通う大学は自転車で15分のところにある美術大学だ。肩がいかつい筋肉質な体型のせいか、美大に行っているというと重い素材を扱う彫刻科だと思われる事が多いけれど、これでも一応日本画科だ。

（あれ、なんか神社のところ、パトカー来てる）

　声高に何か叫んでいる声や、笛の音、無線の音などが混じり合って、一瞬自分が神隠しにあった直後の事を思い出してどきりとしてしまうが、それよりも野次馬根性が勝った。チャリの速度をゆるめて横目で様子を見ていると、高所作業車と神社のわきに生い茂る木の枝が中途半端に切り落とされているのが見える。

（んー？　木の剪定作業中に事故でもあったのかな？）

　チャリから降りて、ちょっと爪先立ちをしてみると、俺の背が高いこともあって、行き交うヘルメットの作業員や警察官の向こう側がどうにか見える。

（あーあ……剪定の人、やらかしちゃってるな）

　落とした枝の落ち所が悪かったのか、神社の社の屋根には大きな穴が開いていた。

（あーあ、この後大変だろうな……あの神社古いみたいだし、下手したら建て替えないとまずいんじゃないかな？）

　怪我人がいないことを祈りながら、俺はさっさと大学に向かおうとペダルに足をかける。

　その途端、ぞわっと首筋に冷たいものが走ったような気がした。

（……まずい！　ここ、ヤバいっぽい）

　俺は慌ててペダルに足を乗せると、大学に向かって走り出す。

　神隠しにあったせいなのか、俺には微妙に霊感らしきものがある。はっきり幽霊が見えたり、除霊ができたりするわけじゃないけど、ヤバいっていう場所に行くと、それが分かる。ただそのセンサーはかなりいい加減で、事故物件に住んでる友達の家に行っても何もなかったのに、喫茶店でぞわぞわしたり（その店は数日後、食中毒が起きてけっきょくつぶれたけど）と、俺にもよく分からないものだった。

　ただ、この独特の首がぞわっとするような場所はあまりよくないというのは経験上分かっていた。

（困ったなぁ、あそこ通らないと、大学行くのかなり遠回りになるんだけどな……）

　神社から遠ざかるごとに消えていくぞわぞわ感に、俺はため息をつきたい気分だった。






　俺の困った予想は見事に当たってしまい、帰り道はいっそうぞわぞわ感が増していた。

（ううっ……神社が怖いから遠回りとか子供かよって思ったけど、やっぱちゃんと遠回りすれば良かった）

　自分のうかつさを呪いながら、どこか粘つくような空気を振り払うようにして家路を急ぐ。神社の周りはロープが張られ、それには立ち入り禁止の札が付けられていた。街灯がついているのに、妙に薄暗いと思いながら立ち入り禁止の札に書かれた注意書きを見ようとすると、女の声がしたような気がした。

「え……？」

　ふっと視線を上げると、屋根の崩れた社の前に誰かが立っているのが目に飛び込んでくる。薄暗いから顔など見えない筈なのに、何故かくっきりと笑った女の顔が見えて、俺はあわてて目を反らそうとした。

（ちょ、待て……何で顔があっち向かないんだ）

　それどころか俺の体は俺の意志を無視して自転車を降りると、神社に向かって歩き出していた。

（マジやめてくれ……そっちに行きたくないんだよ！）

　そう思っているのに、足が勝手に動いて、張ってあるロープを超えようと手がそれを掴む。

（いやだ……そっちは、ダメだ！）

　ロープを掴んだ手が拒否するように震えているのに、それでも体は向こう側に行こうとする。

（……それ以上行ったら、帰れなくなる！）

　本能的にそう思った瞬間、ポンと肩を叩かれる。

　本当に軽く叩かれただけなのに、俺にとっては全身を殴打されるほどの衝撃だった。でもそのせいか思い通りに動かなかった体が、幾分自分の想い通りに動くようになった。

　ぎこちなく振り返ると、男性が微笑みながら俺を見上げていた。

「ねえ君、それ以上行ったら危ないの分かってる？」

　ふわりとした春風のような笑みを浮かべたその男性は、俺の肩に手を置いたままだ。その手はただ置かれているだけなのに、感覚的には肩をがっちりつかまれているようだった。そこまでされているのに、俺の足は、まだ神社の中に行こうとしている。

「分かってるんですけど、足が勝手に……」

　声が情けなく震え出しそうになるのを必死で抑え込みながら言うと、男性はニコリと笑い、子供のちょっとした悪戯を咎めるように小さくため息をつく。

「しょうがないなぁ……あ、君に言ってるんじゃないからね？　ちょっと待ってて」

「え……あ、ちょっと！」

　男性は俺を押しのけるようにしてロープを超えると、社の前にいる女性のもとにスタスタと向かう。

（俺には行ったら危ないって言うくせに、あの人行っちゃって大丈夫なわけ？）

　ハラハラしながら様子を見守っていると、男性は女性と二言三言言葉を交わした後、ポケットに入っていた小さなビンを渡す。その瞬間、ふっと体が楽になった。

（あ……）

　その場に崩れ落ちそうになるのを、足にぐっと力を入れてこらえ、こちらに戻って来る男性を見つめる。

「話ついたから、もう大丈夫だよ。今日のところはね」

　妙にあどけない笑顔を浮かべて、男性は俺に告げた。よく分からないけれど、この人のおかげで俺は助かったようだ。

　改めて男性を見ると、年は三十歳位、背は俺より低いけれど一七〇は確実にある感じ。すらっとして顔立ちはいいのに、妙にだらっとした感じの服装に、無精して伸びてしまいましたと言いたげな少し長めの髪のせいか、残念な印象になっている。それに流行の過ぎた地味なシルバーフレームの眼鏡をかけているから、余計に整った顔立ちが目立たなくなっていた。

「大丈夫？　喋れる？」

　つい男性を観察してしまい返事が遅れてしまったのを、体調不良かショックか何かと思ったらしく、彼は心配そうに俺の顔を覗き込む。

（あ……この人、変わった瞳してる）

　呆然とした俺が写り込んでいる瞳は、日本人にしては淡い色をしていて、さらに白目と光彩の境目には緑色の光が輝いていた。その色あいに引き込まれそうになる自分をねじ伏せて、どうにか頷いてみせる。

「あ、ありがとうございます……なんかよくわからなくて……」

「うん、そうだろね。でも一つ忠告しておくと、君、あのお社の修理が終わるまでは、ここいらに近づかない方がいいよ。特にこの時間帯は」

　普通の状態で聞いたら、何だか胡散臭いと思っただろう。でも、子供の頃の体験や、この人のおかげで急に体が自由に動くようになったことを考えると、この人の言うことに嘘はないと思えた。

「あ、はい……」

　ひどく間抜けな声で自分がそう言っているのは自覚していたが、それ以上どうにもならなかった。

「さあ、もう行きなよ。絶対こっちを振り返っちゃいけないよ」

「え……」

　男性のその言葉に、俺ははっとする。

（それ……俺が神隠しにあったときに、助けに来てくれた人が言った言葉……まさかね）

　俺が神隠しにあったのは五歳の時、十六年前だ。計算したらその当時この人はいって高校生位だろう。俺の記憶の中であの人は、むしろ今の彼と同じ位の年齢に思える。

　ちょっと考えれば明らかに違う人だとわかるのに、それでも俺の中で何かがひっかかっていた。

「……あの、間違えてたらすいません。もしかしてあなた、昔俺を助けてくれませんでしたか？」

　俺は神隠しにあった山の名前を口にした。

「え……？　あれ、もしかして君、あの時の坊や？」

　頷く俺に、男性は驚いた表情を浮かべる。

「やっぱりあなただったんですね、何だか口調が似ていたからもしかして、って思ったんです」

「よく覚えていたね、そんな昔のこと」

　どうして俺を助けた時と年齢がそう変わっていないのかという謎があったけれど、とにかくこの人は俺を助けてくれた人に間違いないようだった。微笑みながらもどこか困惑した様子を漂わせる彼に、俺は大きく頭を下げる。

「あの時はありがとうございました！　おかげで無事に大人になれました」

「あはは、たしかに大きくなったみたいだね」

　彼は俺を見上げてくすっと笑う。まるでほころびる桜の花のような笑みに俺は見とれてしまい、このままこの人とさようならをしてしまうのが惜しくなってきてしまう。

「よかったらお礼をさせてくれませんか？　色々お話も伺いたいですし」

「え？」

「あ……もしかして、ご迷惑でしたか？」

　いきなりナンパみたいなことをされたら迷惑だよなと気がつき、俺は慌ててしまう。

「あの、別にこれから予定があるとか、いきなりあったガキと顔付き合わせるのが面倒とかでしたらいいんで……」

　あたふたしながら付け加えた言葉は、どうやら彼のツボにはまったらしい。いきなり声を上げて笑い出すと、俺の肩を軽く叩く。

「あははっ、君、ホント面白いね！　予定なんてないよ。むしろ君が嫌なんじゃないかと思って」

「え？　俺ですか？」

「だって、神隠しにあったことって、嫌な思い出に分類されない？」

「まあ……いい思い出じゃないですけど、でも、嫌ってほど嫌でも。むしろ、不思議過ぎて訳が分からないから、謎を解決したいっていうか」

「なるほどね……うん、じゃあいいよ。さっきのこともあるから、君には一度ちゃんと説明した方がいいと思うし。できれば、他の人に邪魔されないところで話をさせてもらっていいかな？」

「だったらうちに来て下さい。今日は俺しかいませんから」

　今日神隠しにあったときの夢を見たのは、この人と出会う予知夢の類だったのかと思いながら、俺は倒れていた自転車を起こした。






　俺が世話になっているかなえさんの住居は、神社からほど近いところにある古い団地だった。

「へえ、エレベーターついてないんだ！」

　コンクリートむき出しの階段を見て、彼は声を上げる。

「すいません、古い建物なので。でも、うち四階なんでそれほどきつくないと思います」

「若いっていいねぇ。おじさん、自分から二階以上階段で上がっていくなんてしないよ」

　何故か年寄り臭さを感じさせる口調で男性は笑った。

（おじさんっていうほど年に見えないんだけどな……）

　出がけに軽く掃除をしていってよかったと思いながら、俺は男性を部屋に招き入れる。

「今、お茶淹れますからちょっと待ってくださいね」

　ガスコンロにやかんをかけてお湯を沸かしていると、男性がリビング兼ダイニングの壁を覆い尽くしている本棚をながめているのに気づく。

「本ばっかりで驚きましたか？」

「うん、でも本はいいよね。だけど、ここにある本って、画集や絵本が多いんだね」

「それはこの部屋の主のかなえおばさんがイラストレーターだからですよ。これ、かなえさんの画集です」

　本棚の一番目立つところに置いてある本を開いて、かなえさんの絵を見せる。

「きれいな絵だね……おばさんの家にお世話になっているっていうことは、ご両親とは一緒に住んでないの？」

「ああ……父は小学生の時に、母は高校生の時に亡くなっているんですよ。父方の親戚はみんな東北住まいなんで、高校変えたくなかったから、唯一こっちに住んでた母の姉のかなえさんのところに居候してるんです」

「……へえ、そうだったんだ。それはなかなか大変だったね」

　一瞬虚を突かれたような表情を浮かべてから、彼はありきたりの言葉を口にする。

「でも、かなえさん面白い人ですし、割と自由にさせてくれるんでありがたいですよ」

　そんな会話をしているうちにお湯が沸き、俺はいそいそとお茶を入れる。

「紅茶でよかったですか？」

「ありがとう。これはダージリンかな？」

　前に置かれたティーカップを見ながら、男性は紅茶の種類を言い当てた。

「へえ、男性で紅茶の種類に詳しいの、珍しいですね。これ、かなえさんの趣味なんですよ」

「で、君も仕込まれた、ってわけだね。いただきます」

　優雅な手つきでティーカップを持ち上げる様子を見ながら、俺はあることに気づく。

「そういえば、まだ名前を聞いてなかったんですけど……あっ、俺は同源道生です」

「ふふっ、思い出した。道生くんだったね、お母さんからはみっちゃんって呼ばれてた」

　子供の頃の愛称で呼ばれ、俺はくすぐったい気分になってくる。

「子供の頃のあだ名ですよ……やだなあ」

「僕は渡わた月つきだよ。渡る月って書くんだ」

「わたつき……えーと、それは苗字ですか？」

「ごめんね、色々差し障りがあるから、本当の名前は教えられないんだ。全部合わせて渡月だって思って」

　その言葉に、この人がちょっと特殊な人だというのを思い出す。

「あは、そんな顔しないで。僕自体は、いちおう人間だから。まあ、ちょっと特殊な仕事をしてるけど」

　渡月さんはティーカップを置くと、じっと俺を見つめた。

「話を聞きたいって言ってたよね？　あの時何があったのかって」

「はい」

　膝の上でぎゅっと手を握りしめ、俺は渡月さんを見つめ返す。

「それならまず僕の仕事を説明しないとね。僕は『渡し』っていう仕事をしてるんだ」

「わたし……？　えーと」

「矢切の渡し、って言っても若い子には分からないか。えーとね、あっち側とこっち側の意志の橋渡しするっていうこと」

　指をひょいひょいと動かしながら、渡月さんは説明を続ける。

「つまりね、神隠しにあった人を取り戻したい人と、神隠しをした神様の間に立って、その利害の橋渡しをするんだ」

「神様って……え？　渡月さん、神様と話せるんですか？」

　俺の言葉に、渡月さんはきょとんとした表情を浮かべた。

「何言ってるんだい。君だって、向こう側でおしゃべりしたんじゃないの？」

「あー……俺、神隠しにあったときのこと、あんまり覚えてなくて。覚えてるのは、渡月さんが来てくれたところ位なんです」

「なるほどね、じゃあ知らなくても仕方ないね。神様って、普通にしゃべるよ？　人間とおしゃべりするの大好きな神様だっているしね」

「そんなもんなんですか……」

　納得がいくようないかないような微妙な気分だったけど、とりあえずうなずいてみせる。

「つまり、渡月さんは誘拐犯とかと交渉するネゴシエーターみたいなものってことなんですね」

「カタカナがするっと出て来るのすごいねぇ。うん、そうだね、交渉人っていうと分かりやすいかもね。神隠し交渉人」

　おかしそうに言うと、渡月さんはまたティーカップを持ち上げ、紅茶を口にする。

　信じられないような仕事だけど、渡月さんのどこかふわりと浮世離れした雰囲気は、現実感のない仕事をしているという事の裏付けのように思えた。

「じゃあ、あの時も俺を助けるために交渉をしてくれたんですか？」

「そうだよ。君がいなくなった状況はどう考えても事故や誘拐には思えなかったからね。何しろ崖もないような見晴らしのいい原っぱで、息を吸う間より短い間で消えてしまったんだから」

「そういう場合って、警察から渡月さんに連絡が行くんですか？」

「それはあんまりないね。道生くんのときも、地元の人から僕に連絡がきたから。あそこ、君が神隠しにあう二十年位前にも同じような事があって、僕が解決したんだよ」

　さらっと言われたことを頭が理解したとき、俺は叫び声をあげそうになった。

「待ってください、俺の前に神隠しがあったのって……三十年以上前じゃないですか」

「そうだね」

「それを渡月さんが解決した？」

「うん」

「……渡月さん、一体何歳なんですか？」

　出会った時、彼の外見年齢にかすかな違和感があったことを改めて俺は思い出す。

「何歳に見える？」

「三十歳前後って感じです……変なことかもしれませんが、俺の記憶の中のあなたの印象も、それ位でした」

「実は僕、五十八歳なんだ」

　笑顔でそう言われ、俺はぽかんとしてしまう。

「あははっ、信じられないよね、実は五十八歳のオッサンだって言われても。でも、それが事実なんだ」

　渡月さんはジーンズの尻ポケットからごそごそと財布を取り出すと、中から免許証を出してみせる。名前の部分は指で隠していたけれど、写真は確かに渡月さんのものだった。

「ほら、生年月日よく見て」

「……昭和三十台とか……マジかよ」

「うん、マジ」

　どこかからかうように言うと、渡月さんは免許証をしまう。

「でも渡月さん、どう見ても還暦近くには見えませんけど……」

「それはね、この仕事をしているせいなんだ。神様の世界は、普段僕たちがいる世界より時間の流れがゆっくりなんだ。だからこっちの感覚で言うと、神様って長生きでしょ」

「はあ……まあ何百年も生きてるとか昔話でよく聞きますけど、それってそんな仕組みだったんですか？」

「まあざっくり言うとそんな感じ。で、そっちの世界にちょくちょく行ってる僕も、浦島太郎みたいなことになるんだよ。竜宮城での三日間は、陸の世界での三十年だった、みたいなね」

「はあ……」

「だから君と前会ってから十年以上経ってるけど、外見があんまり変わってないんだ。ここのところ、神様たちがゴネることが多くて、交渉が長引くからね」

　仕事の愚痴を言っている事に変わりはないけれど、内容はよく考えなくてもすごい。

「なんだか不思議な話ですね……」

「信じられない？」

　首をかしげて渡月さんは問いかけて来る。その仕草は妙にあどけなく、まるで子供のようだった。

（なんかこの人、妙にふわふわして見えるのも、実際の年齢と外見年齢のギャップのせいだけじゃないような気がするんだけど、何だろう？）

　俺の中で、渡月さんは恩人から、興味を感じる存在になっていた。

「信じられないような話ですけど、信じるしかないですよ。昔も今も、俺を助けてくれたのは、渡月さんなわけですし」

「ふふ、よかった。この話をすると、大概の人はこいつ頭がおかしいぞって顔するからね。じゃあ信じてくれたついでに、もう一つ教えるよ」

　渡月さんは身を乗り出して俺の肩口に顔を近づける。

「道生くん。君はね、すごくいい香りがするんだ」

　いきなり突拍子もない行動をされて、俺はフリーズしてしまう。

「あ、あの……渡月さん？」

「君はね、向こう側の人たちが好きな香りがするんだよ」

「え……それって臭いとかそういう事ですか？」

「違うよ、どっちかっていうと、普通の人間じゃ感じ取れないフェロモンみたいな感じ。多分、子供の頃神隠しにあったのもそのせい。今日だって、この香りにあそこのお社の子は反応したんだと思うよ……」

　香水の香りを楽しむように、俺の首筋のあたりの匂いを渡月さんはクンクンと嗅いでいる。同性でもそんな距離で匂いを嗅がれたことがないので、俺は戸惑ってしまう。

「それに、君、童貞でしょ？」

　微笑を浮かべながら、渡月さんはとんでもないことを口にする。

「そ、そんなことどうでもいいじゃないですか！」

「どうでもいいことじゃないよ。童貞や処女っていうのは穢れのない状態だよね。そういう状態だと、その人が本来持つ性質がさらに際立つんだ」

「俺が童貞だから、神様の好きな匂いが強烈にして神隠しにあいやすくなる、って言うんですか？」

「まあ簡単に言えばそういうこと」

　どこかうっとりとした表情を浮かべながら、渡月さんは言う。

　向かい合って座っていたはずなのに、いつのまにか渡月さんは俺の横に立ち、俺の肩に手を置いていた。あいかわらずつかみどころのない笑顔を浮かべているが、その色合いが気のせいかさっきと違っているような気がした。

「脱童貞の予定は？」

「ないです……」

「じゃあ、おじさんと一発やっとく？」

「はぁ？」

　いきなりの提案に、俺は素っ頓狂な声を上げてしまった。

「やっとくって……渡月さん、男ですよね？」

「うん、ちゃんとついてるよ。でも、男同士だってやることはできるよ」

「ちょ、ちょっとマジ待ってください……頭がついていかない」

　ぐらぐらする頭をどうにかしようと、こめかみのあたりをおさえるけれど、めまいは全くおさまってくれない。そんな俺の手を、渡月さんはするりと掴む。砂状の岩絵具をこねているせいで、削れてざりざりになっている俺の指先に、男にしては滑らかな渡月さんの指先が絡む。その感触に頬に血が上がって来るのを感じた。

（相手は男だぞ？　男に触られて、俺何やってんだよ）

　血が上がって来るのが頬だけでなく、下半身のその部分もだという事を感じながら、俺は慌てる。

「あんまり深く考え込まなくていいよ。予防接種みたいなものと思ってればいいから。セックスしておけば、神隠しにあいにくくなる、ってね」

　渡月さんは流行おくれの眼鏡を外すと、畳みもしないでテーブルの上にぽいと投げ捨てるように置く。

　その仕草が妙に色っぽくて、俺はばかみたいにそれを見つめていた。

　乱れた髪をかきあげると、呆然としている俺の唇に渡月さんはまるでかすめ取るように軽く口づける。柔らかく冷たい唇が触れる感触と、ほのかなダージリンの香りに動揺して、俺は思わず女の子のように口元を押さえてしまう。

「あれ、もしかしてキスもまだだった？」

「……はい」

「あーごめんね。でもその代わり、思い切り気持ちよくさせてあげるよ」

　笑顔を浮かべながら、渡月さんは俺の肩を軽く押す。それだけなのに、俺は座っている椅子から転げ落ちて、床に尻もちをついてしまう。

「痛っ……」

「大丈夫？　でもここから先は痛いことはないからね？」

　するりと、まるで気ままな猫がそうするように、渡月さんは俺の腹に乗って来たのだった―――。






（出会ってすぐにセックスっていうのもアレだけど、神隠しにあわないためにセックスってなんだよそれ、意味がわかんないし……）

　混乱したままの俺の腹を跨いだ渡月さんは、ぺろりと唇を舐めた。レンズ越しでなく、俺を見下ろす瞳は今までと違い、艶っぽい光が滲んでいて、一瞬どきりとしてしまう。






「大丈夫、全部いいようにしてあげるから……僕を抱いてごらん」

　俺の肩に手を置き、渡月さんはそっと口づけてくる。最初は唇を合わせるだけのキスだったのが、すぐに渡月さんの舌が俺の口の中に滑り込んでくる。生まれて初めての、ぬるりとしたものが自分の口の中に入って来る感触は想像以上に生々しく、心臓がばくばくして破裂しそうだった。

（俺、ホントにこの人とセックスするの……？）

　口の中を支配されながら、ぼんやりと俺は考えていた。濡れた音が自分の唇から立ち上り、気がつけば俺の勃起したそれを、渡月さんの指がジーンズの上から撫でまわしている。

（そりゃ早いところ脱童貞はしたいって思ってたけど、相手が男って……それ、いいのかな？　しかもこんな行きずりみたいな感じで……）

　体は反応しているのに、心がついて行かない。そんな俺の状態を見透かしたように、渡月さんは唇を離すと、じっと俺を見つめた。間近で見るその瞳は、薄茶色と緑の他に金色や蒼の煌めきさえ内包していて、まるでオパールのようだった。その瞳に魅入られたように、俺の頭の奥は痺れてくる。

「深く考えないで……体が欲しがるようにすればいいよ。好きな子とする予行練習だと思えばいい」

　甘くかすれた声が俺の耳元に響き、巧みな指は俺のベルトを外して下着の中に滑り込んで、すっかり硬くなっているそれをゆるゆると扱き始めた。

「あ……」

　思わず上げた声を飲み込むように、渡月さんはキスをしてくる。

「うん、そう。それでいい。僕の体で、いっぱい気持ちよくなって」

　うっとりしたように言う渡月さんに、脳内にぼんやりとビッチと言う言葉が浮かぶ。

（……慣れ過ぎだろ、この人。恋人でも何でもない俺といきなりこんなこと出来るなんて、一体普段どういうことしてるんだ？）

　こういうのはよくないと思う自分と、気持ちよさに流れそうになる自分のせめぎ合いは、渡月さんが俺のモノを口にくわえたことで、あっけなく終了する。

「うあ……」

　全体をぬるりとした口の中に取り込まれ、さっきまで俺を翻弄していた舌が、今度は口の中よりさらに敏感な部分を舐め回していた。口の中をきゅっとすぼませるようにして吸われると、思わず腰が浮く。そうなったら、もうあとは欲望を出すことしか考えられなかった。

「渡月さん……ダメ、口離して……やばい」

　もうもたないと焦りを感じながらそう哀願するけれど、渡月さんは口を離そうとしない。それどころか顔を前後に動かすようにしながら、唇を使って俺を締め上げていく。ちらりと俺を見た視線はどこか面白がっているようでもあって、それが恥ずかしさを一層募らせる。

「……っ！」

　きゅっと強く吸われた瞬間、目の裏がチカチカするような快感に襲われ俺はあっけなく達してしまった。

（やばい……余裕なくて口に出しちゃった……）

「渡月さん、ティッシュ持って来るから……」

　荒い息のまま立ち上がろうとする俺に首を左右に振ってみせると、渡月さんは手のひらに口の中の物を吐き出す。

「ローションなんてないでしょ？」

「そりゃありませんよ……必要ないんですから」

　何しろ恋人もいない童貞ですからね、というのは自分がみじめになりそうなので言わないでおく。

「じゃあ、これ使うからちょっと待っててね」

　渡月さんは器用に片手で自分のズボンを下ろすと、尻の方にそろそろと手を傾けた。すぐに粘ついたような水音がそこからし始め、渡月さんは時々息を詰めながら指を動かし続ける。

「渡月さん、なにを……」

「お尻、ほぐしてるから、もう少し待っててね……ん……」

　うっすら頬を上気させながら俺の前でそんなことをしているせいで、渡月さんの前は丸見えだった。綺麗な色をしているそれは、すっかり立ち上がって、渡月さんが体を震わせる度ゆらゆらと揺れている。

　男のそんな様子を見たら萎えるはずなのに、何故か俺のモノは硬さを取り戻し、ゆっくりと天井を向こうとしていた。

「……あは、元気だね」

　からかうように言われ思わず股間を隠すと、渡月さんはにっと笑みを浮かべ、ズボンと下着をまとめて脱ぎ捨てる。それからよいしょ、と言いながら再び俺を跨ぐような体勢を取る。

「結構大きいから、ゆっくり、いくね」

　渡月さんは俺の肩に手を置くと、ゆっくりと腰を落としていく。ぐっと俺の先端を何かがつつみ絞り上げる感触に、俺は声を上げそうになる。

「……どう？」

　問いかけの声に、訳が分からなくなって、唇を噛みしめながら左右に首を振る。

「よくない？」

　何故か悲しげな声にまた首を左右に振り、そうじゃないという意図を伝えようとする。

（ああ……なんか俺、すっごくカッコ悪くないか？　余裕なさすぎ……）

「じゃあ、このまま続けるね……んっ」

　先端の部分が完全に入ると、あとは速かった。渡月さんの呼吸と体のリズムに合わせてズズズッと奥に入って行く感触は、脳天をぶん殴るような痛みにも似た快感で、気がつくと俺はうめき声を上げていた。

「痛い？」

「違います……うあっ……！」

　ほんの少し動かれるだけでもイッてしまいそうになるので、腹筋に力を入れてどうにか抗う。

「気持ちいいかな？」

　渡月さんが小刻みに体を動かすと、それに合わせて内側も動き始める。

「ちゃんと全部入ったよ？　これで、童貞卒業できるね、おめでとう」

　どこか場違いなことを言いながら、渡月さんは俺を見つめ、クスリと笑った。その余裕綽々な態度と艶めいた表情に、快感以外のものが俺の内側に湧き上がってくる。

「……渡月さん、いつもこんなことしてるんですか？」

　欲望と一緒に、何故か怒りがこみ上げて来て、俺は渡月さんを睨みつけた。

「してるといえばしてるかな？　えっ……あっ！」

　俺は渡月さんの腰を抱くと、体を回転させ立場を逆転させる。俺の膝に座っていた渡月さんは床の上に転がされて、きょとんとした顔を浮かべた。

「道生くん……？」

「気持ちよくさせてくれるんですよね？　だったら、好きにさせて下さい」

「……お手柔らかにね」
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　渡月さんは微笑を浮かべると、腕を伸ばし俺の首に腕を絡める。その慣れた仕草に、俺の頭と下半身はかっと熱くなった。訳の分からないまま腰を動かすと、さっきとは比べ物にならないような激しい快感が繋がっている部分から全身に広がっていく。もっと欲しいと強く速く腰を動かすと、肌が強くぶつかり合って間抜けな音を立てるけれど、それさえ俺には俺を受け入れている体があるという快感を増す要素にしかならなかった。

「くっ……」

　達しそうになる瞬間を少しでも遅くしようと奥歯を噛みしめると、こめかみを汗が滴っていく。ぽたりと汗が渡月さんの唇に落ちると、ダークピンクの舌がゆっくりとそれを舐めとった。それは自分がひどく背徳的な事をしている証のように思えて、何故かいっそう欲望が募る。

「あ……いいよ、道生くん……上手……んっ」

　鼻にかかった甘い声を上げる渡月さんに自分から口づけると、嬉しそうに舌が俺の中に滑り込んできた。さっきそれは俺のモノを口にしていたということを気にする余裕もなく、俺はその舌を絡め取り強く吸う。

　快楽に明度の上がった脳みその中は、細かいことをすべて白くふっとばして、その口がさっき俺のモノをしゃぶっていたなんてことは気にならなかった。

（あー……なんか俺、動物みたいだ）

　脳の片隅に追いやられた冷静な自分自身がそう呟くが、性的快感という動物めいた衝動は何もかも忘れるほど強烈で、とにかくこのまま上り詰めて射精したいという欲望だけに支配されてしまっていた。

「道生くん……んんっ……！　な、中でいきたい？」

　熱を帯びた渡月さんの声に挿入のスピードを速めることで答えると、渡月さんの両足がぎゅっと俺の腰を挟む。

「出して……僕も、いきそうだから……」

　哀願と共に俺を締めつけている内側がいっそう引き締められ、びくびくと震える。

「うぁ……っ！」

　獣のようなうめき声を上げながら、俺は渡月さんの中に精を放った。






　まず真っ白な頭の中に響いてきたのは、自分の荒い呼吸だった。

　いつの間にか閉じていた目を開くと、体の下で渡月さんはじっと俺の顔を見つめていた。それに気がついたとたん、今までどこかにすっとんでいた恥ずかしさが一斉に押し寄せてくる。

「あの……」

「気持ちよかった？」

　にこりと笑って体を起こすと、まだそこがつながったままなのに俺の頬に軽くキスをする。

「童貞卒業、おめでとう。これで少しは神様たちのターゲットから外れることができると思うよ」

「は、はい……ありがとうございます」

　間抜け声を出しながら体を引くと、渡月さんの中からそれがずるりと出てきた。まだ大きさはそう変わっていなかったけれど、さっきのように痛いほど張りつめていた感覚はない。

（渡月さん、俺とセックスしたってことより、俺が神様たちに目をつけられないってことの方が重要なんだ……なんか、変わった人だな）

　冷静になってみると、どうしてこの人がいきなり俺とこういうことをしたのか謎になってくる。

（よく考えたら、初めての相手が男って……これってカウントに入るのかな？）

「あ、もしかして、男で童貞喪失で自信なくしてる？」

　俺の頭の中が見えてるんじゃないかと思うようなことを渡月さんは言いながら、俺の喉元に指を這わせる。そのあだっぽい仕草にどきりとしながら、俺はまた下半身に行きそうになる血液をどうにかとどめようと、課題の進行具合とかそんなことを思ってみる。

「大丈夫、道生くん、結構上手だったよ。ただ、女の子相手にするときはもう少し加減してあげてね。道生くんの大きいから、小柄な子だときついかもね」

「……覚えておきます」

　そう答えた途端、台所から電子音が響く。

「あ、飯炊きあがった……」

「そういえば、さっきからご飯の炊ける匂いがしてたよね。甘くていい匂い」

　そう言われて、俺はようやくキッチンから米が炊きあがるときの匂いが部屋中に漂っていることに気がついた。

（俺はそんなこと全く気づかなかったけど、この人、俺に抱かれながらそんなこと感じてたんだ……）

　いっぱいいっぱいの自分と、余裕のありすぎる渡月さんの差に愕然としていると、渡月さんの腹が控えめな音を立てる。

「もしかして、腹減ってます？」

「ご飯の炊ける匂いかいだせいかな……あははっ」

　恥ずかしそうに笑う渡月さんの薄い胸や腹を見ていると、どうにもこの人がまともな食生活をしているようには思えなかった。

「飯、食っていきますか？　大したものは出ませんけど、俺も一人で食べるの味気ないですし」

「いいの？」

「よかったら、飯の前にシャワー浴びてきてください」

　渡月さんは目を輝かせてうなずいた。






　渡月さんを風呂場に案内すると、俺は着替えて夕飯の支度を始める。といっても、自分一人だけの予定だったから、適当な野菜とあごだしで作った味噌汁、仕込んで冷凍しておいた豚の味噌漬け、卵焼き、サラダ程度だった。

「わあ、おいしそうだね！」

　シャワーを浴びてすっきりしてきた渡月さんは、テーブルに並んだ料理を見て嬉しそうな声を上げる。

「あり合わせのものですいません」

「あり合わせでこんなちゃんとした食事が作れるなんてすごいよ！　道生くん、料理が趣味なの？」

「いえ、かなえさんが壊滅的に料理が下手で、結果的に俺の料理の腕が上がったというか……あ、冷めちゃうので食べてください」

「ありがとう、じゃあ遠慮なくいただきます」

　味噌漬けを口にした渡月さんは、驚いた表情を浮かべる。

「おいしい……！　ていうか……あれ？」

「なんか変ですか？」

「いや……ねえ、道生くん。この味噌漬けって、どこかのお店で買ったの？」

「いえ、違いますよ。豚肉安い時に買ってきて、俺が適当に漬け込んだんですけど」

　渡月さんは今度は味噌汁を口にする。

「これは……？」

「かなえさんが流行に任せて買ってきたあごだしで作った味噌汁です。あ、野菜はこの辺でとれたやつですよ。安くて新鮮だけど、無農薬とかそういうんじゃないと思います」

　渡月さんは怖いくらい真剣な顔をしながら、俺の作った料理を見つめている。材料や調理にこだわったりしない、ごく当たり前の食事なのに、なにをそんな難しい顔をしているんだと不審に思っていると、渡月さんは硬い表情で箸を置く。

「あの……不味かったですか？」

「違うんだ、すごくおいしい……ただ」

「ただ？」

「やばい。これ、向こうの味だ」

「は？」

　渡月さんの言葉の意味がわからず、俺は首をかしげた。

「君、ほんと面白い存在だね……神様の好きな香りがすると思ったら、作る料理がこれだし」

「すいません、俺にもわかるように言ってくれませんか？」

「ああ、ごめんね……ちょっとこんなの初めてで、僕も混乱してるんだ」

　渡月さんは困ったような顔をしながら俺を見る。

「君の作る料理ね、これ、神様たちが絶対的に好きな香りと味なんだ」

「は？　俺、普通に作ってるだけですよ？　変なもん入れてませんし」

「うん、それはそうだね。えーと、なんて説明したらいいのかな……味っていうか、そう、僕が君に説明した神様の好きな香りと似た感じだと思えばいいかな」

「フェロモンみたいなものって言ってたやつですか？」

「うん、人間の感じる味とは別次元の味覚っていうか……うーん、うまく説明できないな」

　こめかみのあたりを押さえながら、渡月さんは卵焼きをにらみつけている。

「よくわからないけど……渡月さん的に不味くはないんですね？」

「もちろん！　すごくおいしいよ。家庭的でほんわりする安心する味で、いっぱい食べたくなる。毎日このごはんが食べられる君のおばさんがうらやましいよ」

「じゃ、問題ないじゃないですか」

　俺は卵焼きを箸でつまみ上げると、渡月さんの前に差し出す。

「はい、あーん」

　反射的に開いた渡月さんの口に卵焼きを押し込む。もぐもぐとそれを咀嚼して飲み込むと、渡月さんの顔がふにゃりと溶け崩れた。母さん直伝の卵焼きはどうやら気に入ってもらえたようで、俺は安心する。

「おいしい……」

「じゃあもっと食べてください。なんならおかわりも作りますから」

「……道生くん、君、お母さんみたいって言われない？」

「言われますね。おまえはナリは男だけど、ハートはおかんだって」

　俺の言葉に、渡月さんは声を上げて笑う。

「あははっ、まさにその通りだね。とっても素敵なことだと思うけどね」

　渡月さんは置いていた箸を取り上げると、今度は自分で卵焼きを取る。

「不思議だなあ……多分同じように僕が作っても、この味にはならないと思うよ。君の生まれ持っての体質なのかな？」

「神様に愛される体質ですか？」

「まああんまり嬉しくないと思うけどね。むしろわがままなあの人たちに愛されたら迷惑なことが多いからね」

　まるで上司の愚痴を言うように渡月さんは口をとがらせる。

「まあでも、俺の料理が神様が好きな味って言っても、俺にはあんまり関係ないことですし」

「……そうでもないかもよ。これがあったら、君、あの神社の横の道を普通に通れるようになるかもしれない」

「本当ですか？」

「うん、食べたら説明するよ。とりあえず、おいしいから先に食べさせて？」

　甘えるように言われたら、俺はうなずくしかなかった。どうやら渡月さんはすごく甘え上手な人なようだった。






　そして翌日の黄昏時。

　おれは再び渡月さんと一緒に件の神社に来ていた。まだ社の修復工事は始まらないのか、とりあえず落ちた枝をどかし、穴のあいた屋根にブルーシートをかけただけなので、神様がそこに住んでいるのならかわいそうになってくる状態だった。

「本当にこんなのでいいんですか？　言われたとおり、弁当作ってきましたけど……」

「うん、それでいいんだよ。さあ、行こう」

「はい……」

　昨日奇妙な体験をしたせいか、若干びくつきながら渡月さんに従って社の前まで進む。あと数歩で賽銭箱にぶつかる、と言うところまで来た瞬間、ふっと空気が変わった。

「あれ……？」

「わかったかな？　ここからは結界の内側だよ。ここの神様……稲穂ちゃんって言うお名前なんだけどね。稲穂ちゃんが迎え入れてくれたんだ」

（そうだ……ここは神隠しにあったときのあそこと空気が似てるんだ）

　背筋にぞくりとしたものが走ったけれど、渡月さんと一緒なんだから大丈夫と自分に言い聞かせる。

「ところで、神様にちゃん付けでいいんですか？」

「うん、本人がそう呼んでほしいって言ってたから。なんというか、人間の若い女の子に憧れてる感じの神様なんだよ」

「そんなもんなんですか、神様って……」

「まあね。こういう町中にある神社の神様っていうのは、性格的には人間にすごく近いところがあるんだ」

　俺は渡月さんの言葉に半ばあきれながら口の中でもごもごと神様の名前を呼んでみる。

「我の名を呼んだか、渡月」

　社の扉が音もなく開き、中から小柄な少女が飛び出してくる。

「わっ！」

　女の子の髪は、薄暗い中でも銀色にきらきらと輝いていて、ひと目で彼女が人外の存在であることがわかった。

（もしかして昨日俺を手招きしてたのって、この子なのかな？）

　あの時は恐ろしいだけの存在に思えたけれど、こうやって見ると随分愛らしい……もっと言えばかなり美少女な外見をしている。

「あ、お前、昨日の男か？　なにやら匂いが違う気がするけど……」

　稲穂ちゃんと渡月さんが呼んでいる神様は、まるで犬のように鼻をひくつかせながら俺の匂いをくんくん嗅ぎ始める。その行動も驚きだったけれど、何より巫女さんの着るような着物を着ているその少女の頭に、ぴんととがった動物の耳がついていることの方が俺には驚きだった。

（そういえばここって稲荷神社だったな。ということは、この耳は狐？）

　よく見れば、おしりからはもっふりとしたしっぽが生えているが、あまりその毛並みはよくないように思えた。

「おまえ、渡月の匂いがする……ん？」

「気がつきましたか、稲穂ちゃん？　その匂いの元はこれですよ」

　渡月さんが俺が持っている紙袋を指さすと、稲穂ちゃんは興味津々で紙袋を見つめる。

「何じゃ、それは」

「道生くんの作った料理ですよ」

「うそだ。人間の作った料理から、こんな匂いがするものか」

　そう言いながらも、稲穂ちゃんは舌なめずりをしている。愛らしい美少女の見た目なのに、どこか動物めいたその仕草に、俺は自分のいる場所が異世界だということをいやというほど感じていた。

「まあとにかく、食べてみませんか？　道生くん、お弁当を稲穂ちゃんに差し上げて」

「はい」

　俺は言われるまま、社の前の階段の部分の階段に作ってきた弁当を広げる。

「わ……！」

　ふたを開けた瞬間、神様なはずの稲穂ちゃんは、まるで女子高生のような声を上げ、目を輝かせる。

「なんだ、これは！」

「おいなりさんのお弁当です」

「そうじゃない、にんじんが梅の花の形をしているぞ！」

　稲穂ちゃんは興奮気味にクッキーの型で抜いたにんじんを指さした。

（……女の子だから喜ぶかと思ったら、思った以上だった）

「それにこの匂い……何という魅力的な匂いなんだ」

「道生くんが稲穂ちゃんのために作ったんですよ」

「本当か！」

　稲穂ちゃんはいっそう目を輝かせて俺を見る。

「はい、どうぞ召し上がってください」

　割り箸を差し出すと、軽蔑したようにそれを受け取りつつ、稲穂ちゃんはおいなりさんを口にする。

「……う～～～～～～っ！」

「どうですか、稲穂ちゃん？　道生くんの料理は」

「……うまい！」

「ね？　僕の言った通りでしょ？」

「はあ……そうみたいですね」

　稲穂ちゃんはあっという間に弁当箱を空にしてしまう。残っているのは、梅の花の形に切ったにんじんだけだった。

「にんじん、嫌いですか？」

　問いかけてみると、長い髪が乱れるのも気にせず、首をぶんぶんと左右に振る。

「かわいくて、食べるのがもったいないんじゃ……」

　その言葉に、俺は思わず吹き出してしまう。

「笑うな！」

「いえ……女の子なんだなって思って。でも食べてもらえないと、にんじんがかわいそうですよ」

「……それもそうだな」

　そっとにんじんを取り上げると、稲穂ちゃんはまるでチョコレートでも味わうようにゆっくりとそれを口にする。

「うむ、馳走になった。久しく味わったことのない味だったぞ。伏見さまの料理人に並ぶ味だった」

　満足げに稲穂ちゃんはうなずくと、空になった弁当箱を名残惜しげに見つめる。

「本当にこれはお前が作ったのか？」

　稲穂ちゃんはじっと俺を見つめた。

「はい、気に入っていただけましたか？」

「ああ、悪くはなかった。また食べてやってもいい味だったな」

（……これはいわゆるツンデレというやつなのかな？）

「稲穂ちゃん、神気はどう？」

「む……そういえば、いつもよりぐんと満ちている気がする」

　言われてみると、さっきよりもしっぽや耳の毛並みがよくなって、心持ち髪の輝きも増している気がする。

「やっぱり道生くんの料理は、神様と相性がいいみたいだね」

「そうみたいですね……俺的には意外ですけど」

「その男、本当に人間か？　人間の作る料理に神気をあげる効果があるなど聞いたことがないぞ」

　疑り深そうに稲穂ちゃんは俺と渡月さんを見つめる。

「僕もそんな人がいるなんて聞いたことがないんですけど、現に事実ですし……それは稲穂ちゃんが一番実感してるでしょ？」

「ああ、悔しいがそのようだ。ここ数年、まともに人間が参りにこないせいで、私の神気はすっかり落ち込んでいたからな。おかげで、あの木の直撃を受ける始末だ」

　稲穂ちゃんはうらめしそうに穴の開いた社の屋根を見た。

「だが、道生とやらの料理のおかげで神気を取り戻せた。これなら人間に働きかけることもできよう」

「それはよかったですね。あのね、それでお願いがあるんですよ」

　渡月さんは腰をかがめ、稲穂ちゃんと視線を合わせるとにこりと笑った。

「もう道生くんを怖い目にあわせないであげて欲しいんです。彼は僕と違って普通の人ですから」

「……うむ。道生の匂いは昨日と変わってしまったし、うまい料理も馳走になったからな。その願い、きいてやらなくもない」

「本当ですか？」

　思わず俺が声を上げると、稲穂ちゃんは銀色の髪を揺らしてうなずく。

「ああ、もうおまえに迷惑はかけないし、力も戻った故、この地をしっかりと治めよう。だから……」

　稲穂ちゃんは恥ずかしそうに俺の顔を見る。

「時々でいいから、お前の料理を持ってきてくれぬか？　その……すごくおいしかった。あと、にんじんがかわいかったのだ……」

　指をもじもじ動かしながら、美少女に料理をねだられて嬉しくないわけがない。

「俺だけじゃなく、ほかの人にも悪さをしないならいいですよ」

　俺の返事を聞いた途端、稲穂ちゃんはぱあっと輝くような笑みを浮かべた。テレビでみかけるアイドルよりもずっとかわいいらしいその笑顔に、ほのぼのした気分になりながら、俺は空になった弁当をしまう。

「約束する。だからまた頼むぞ」

「はい、わかりました」

「よかったね、稲穂ちゃん」

　渡月さんは孫を見るお爺ちゃんのような笑顔を浮かべて、嬉しそうな稲穂ちゃんを見つめた。

（あ、そうか……渡月さん、早ければ孫がいてもおかしくない年なんだ）

　改めて、渡月さんが還暦近いくせに、その半分くらいの年にしか見えない不思議な存在であることを思い知る。

「それじゃ、話もついたし帰ろうか、道生くん」

「はい……そうだ、稲穂ちゃん、次料理持ってくるとき、どうしたら会えるんですか？　今日は渡月さんがいたからここに来られたけど……」

「案ずるな。おまえのことはもう覚えた。私の名を呼べばここに入れてやる」

　神様に自分のことを覚えてもらうということに、なんだか面はゆさを感じながら振り返ると、そこに渡月さんの姿はなかった。

「あれ？　渡月さん……」

「渡月なら、今結界から出て行ったぞ」

「えっ？　あっ、じゃあ俺も帰ります。お邪魔しました」

「必ずやまた来るのだぞ！」

　名残惜しげに手を振る稲穂ちゃんに見送られ、俺は結界の外に足を踏み出した。






　ふっと体が楽になったような気がして、あわてて辺りを見回すとそこはもうすっかり夜を迎えている神社の境内だった。

「渡月さん？」

　名前を呼んであたりを見回してみるが、人影はない。

「……もしかして、もう帰っちゃったの？」

　俺は慌てて神社の外に出てみたが、渡月さんらしい人物はどこにもいなかった。

（あ……そうか。渡月さんはこうやって、何かと引き替えに神様のご機嫌を取って、神隠しにあった人を連れ戻すんだ）

　意外な形で神隠し交渉人という仕事がどんなものか実感できたのはいいけれど、渡月さんが俺に何も言わず立ち去ってしまうのは計算外だった。

「……いきなりいなくなったら、お礼も、お別れの挨拶も言えないじゃないか。渡月さんの分も、弁当作ったんだけどな」

　渡月さんの薄っぺらい体つきを思い出すと、どうしても食べさせなきゃという気分になってしまって、もう一つ弁当を作っておいたのだ。

「渡せなかった……つか、俺、あの人の連絡先とか全然聞いてなくないか？」

　俺がいくら望んでも、もうこれきりあの人に会えないのだろうかと思うと、メアドも電話番号も聞かなかった自分のうかつさを呪ってしまう。渡せなかった弁当の重さを俺は感じていた。

















第２章　異界への旅立ち












　刻んだネギを味噌汁の鍋に放り込むと、今日の夕飯は完成だった。

「かなえさーん、夕飯できた！　仕事おしまいにして」

　台所とつながっているリビングダイニングと、襖一枚を隔てた部屋で仕事をしているかなえさんに声をかけると、襖がすぐに開く。

「おなかすいたー。今日の夕飯何ー？」

　伸びっぱなしの髪をゴムでくくった、すっぴんのいかにもおばちゃんという感じのかなえさんは、子供のようなことをいいながら台所にやってくる。

「アジのたたきと春キャベツとエビの炒め物」

「やった！　ビール飲もうー。あんたは？」

「俺はいい。ビール持ってくなら、箸も持っていって」

「了解」

　ビールと一緒に箸や料理をかなえさんが運んでいる間に、俺はごはんや味噌汁をよそっていく。

「これで全部だよ」

「うーい。じゃあ、いただきまーす！」

　かなえさんはまるでオッサンのように声を上げながらビールを一口飲むと、春キャベツをもりもりと食べ始める。

「春キャベツとエビの炒め物、ゆきえもよく作ってたよね」

「俺にとってはおふくろの味だからね。かなえさん、料理上手の母さんと姉妹なのにどうして料理できないの？」

「あたしは絵の才能にいろんなものを全振りしちゃったの！　いーじゃない、あんたがゆきえに似て料理上手なんだから」

　壊滅的に料理の下手なかなえさんは、両親亡き後同居を始めた俺が料理できるとわかると、一切の炊事を放棄した。料理をするかわりにそれなりに小遣いをくれたから、高校時代はバイトをしなくてもそこそこ裕福に過ごせたのでお互い様だったけど、俺がこの家を出て行ったらどうするのか今から心配ではある。

「だいぶ元気になったね、道生」

　食事をしながら、かなえさんがふとそんなことを口にする。

「ん？　風邪とかひいてないけど」

「そうじゃなくて。一週間位前、差し入れとかって弁当持って行った日から元気なかったじゃん」

「あ……」

　かなえさんに言われて、連絡先も教えてもらえないまま渡月さんと別れてしまった日のことを思い出す。

（……やっと、渡月さんのこと思い出さなくなったのに、なんでまたそんなこと言うんだ、この人は）

　かなえさんの若干デリカシーのない部分に微妙にいらつきながら、俺はキャベツを口に放り込む。

「友達とケンカでもしたの？」

「彼女だとは思わないの？」

「彼女のいる男がこの時間家で夕飯作ってるわけないでしょ」

　男のようにゲラゲラ笑いながら、かなえさんはビールをあおる。

（……まさにその通りなんだけど）

　ようやく忘れていた、渡月さんの肌の感触を思い出してしまい、俺は慌ててそれを打ち消した。

（行きずりだった、ってことだよね、俺とのことは……）

　何か特別な関係を渡月さんと結びたかったのかと聞かれれば、それさえもよくわからないのが正直なところだ。でも、挨拶もしないまま別れてしまったことが心にしこりとなって残っていた。

「そうだ、見たいテレビあったんだ」

　かなえさんがリモコンに手を伸ばした途端、インターフォンの鳴る音が響いた。

「宅急便かな？　かなえさん、通販で本でも注文した？」

「ううん。セールスとか？」

「じゃあ俺見てくるね」

　箸を置いて玄関に行くと、ドアの外のむこうに声をかける。

「どちらさまですか？」

「夜分にすいません……道生くん、かな？」

　遠慮がちなその声に俺はあわててドアを開けた。

「渡月さん……！」

　細い体を際立たせるような緩やかな服を着た姿を見た途端、俺は息が止まるかと思った。

「渡月さん、どうして……」

「ごめんね、急に来たりして」

　どうしていいかわからず立ち尽くしていると、かなえさんが玄関にやってくる。

「どうしたの、道生。友達？」

「友達じゃないけど……えーと」

「知り合いなら、立ち話もなんだから入ってもらえば？」

「あっ、そうだね。渡月さん、どうぞ」

「うん、じゃあお邪魔します」

　渡月さんは、ドアの隙間からするりと入ってくる。その仕草が妙に気ままな猫のようで、俺はドキドキしてしまう。

（また会えた……今度こそ、ちゃんと連絡先を聞いておこう）

　はたしてこのふらりとした印象の人物が、連絡先を聞いたところでそれに応じてくれるかわからなかったけれど、俺はもう渡月さんとのつながりを切ってしまうつもりはなかった。






「で。こちら、どちらさまなの？」

　食べかけの夕飯の並んでいるテーブルに渡月さんをつかせるわけにもいかなくて、俺の部屋に渡月さんを通すと、かなえさんも一緒に部屋に入ってくる。

「えーと、こちら渡月さんっていう人で……」

「道生くんの初体験の相手です」

　しれっと言う渡月さんの言葉に、かなえさんは盛大に吹き出す。

「ちょ……ちょっと待って？　道生、あんたそっちの子だったの？」

「違う違う！　えーと、色々理由があって……」

　微妙な視線を俺に向けてくるかなえさんに、渡月さんの仕事とか俺の体質？　とかを勝手に説明していいかわからず、俺は慌てた。

「かなえさんですか？　道生くんのおばさんの」

「ええ、そうですけど」

　非難するような視線を向けられても、渡月さんはふわりとした表情を崩さなかった。

「道生くん、先日また神隠しにあいかけたんです」

　その言葉に、かなえさんは表情を硬くする。

「え？　本当なの、道生！」

「う、うん」

　かなえさんは大きなため息をつくと、泣きそうな顔で俺を見つめた。

「……よかったぁ、またあんたが帰ってくるのを不安になりながら待つなんて、絶対イヤよ。ところで、どこでまたそんな……」

「ほら、大学行く途中に神社あるだろ？」

「ああ、こないだ木の枝が落ちる事故があったとこ？」

「うん、そこの神様に呼ばれかけたのを、渡月さんが助けてくれたんだ。それから……俺が昔神隠しにあったとき助けてくれたのも渡月さんなんだ」

　俺の言葉に、かなえさんははっとする。

「そういえばゆきえがなんか言ってた気がする。神様にかけあってくれる人がどうこうって」

「それが渡月さんなんだ」

「え……？　だってあれってあんたが五歳の時でしょ？　そしたらこの人って……」

　俺と同じことに気づいたらしいかなえさんに、信じてもらえるかどうかわからないまま、渡月さんに教えてもらったことを説明する。

「……で、俺は神隠しにあいやすい体質らしいから、それを阻止するために、えーと……」

「手っ取り早く童貞じゃなくなっとけ、ってわけだったのね」

　問題を理解して、あっさりと言うかなえさんに、俺の方がかえって赤面してしまう。

「ま、まあそういうことだから！」

「あーびっくりした。まあゲイでもなんでもいいけどさ。命の恩人が脱童貞の相手って、なんかすごいわね」

「理解の早い人でよかったね、道生くん」

　渡月さんはようやく口を開くとにこっと笑う。

「しかし……ホントに還暦前なの？　あたしより年上とか信じられない」

　かなえさんは遠慮という言葉を知らないかのように、渡月さんをじろじろと見つめる。

「で、どうして今日は道生に会いに来たの？」

「ああそうでした。やっと用件に入れますね」

　渡月さんは俺とかなえさんを交互に見ると、ガラケーを操作して写真を表示させた。画面には仲の良さそうな夫婦が小さな子供を抱いて写っている。

「山本慶けい太たくん、四歳です。このお子さんが、昨夜神隠しにあいました」

　その言葉に、俺は体がぎゅっと締めつけられたような気がした。

「……俺と同じように？」

「うん、まさにその通り。それで僕に交渉をして欲しいと連絡が来たんだけど……今回の神様がちょっとやっかいでね」

　渡月さんは困ったように眉根を寄せる。

「それで、道生くんの力を借りれないか、相談に来たんだ」

「俺……ですか？」

「うん、君の料理の腕を振るって欲しいと思って。どうかな？」

　渡月さんの言葉に、昔あの空間にいたときの不安な気持ちを思い出す。

（俺はあのとき五歳……それよりもっと小さい子があんな気持ちになってるなんて、辛いよな。それに……）

　俺が神隠しにあいかけたと聞いたときの、かなえさんの表情を思い浮かべると胸が痛かった。

（おばさんのかなえさんでもああなんだから、この子の両親はもっと胸がつぶれそうな思いをしてるんだろうな……）

「俺はかまいません。でも……」

「それって、危険なの？」

　かなえさんは、真剣な声で渡月さんに質問する。

「何もないとは言いません。でもどんなことがあっても、道生くんがここに帰ってくることだけは約束します」

「……じゃ、私としては問題ないわ」

　かなえさんは初めて見るような真面目な顔で俺を見つめた。

「あんたはもう保護者が必要な年じゃないし、自分のやりたいことは自分で決めなさい。ただ、絶対にちゃんと帰ってきて。あんたがいなくなったときのゆきえみたいな思い、あたしはしたくない」

「……うん、約束する。何があっても戻ってくる」

　俺の言葉に、かなえさんはほっと息を吐き出した。

「ありがとうございます、かなえさん。その『約束』は必ず道生くんの力になってくれるはずです」

「渡月さん？　あんたはなんか胡散臭いけど、道生が信じてるみたいだから、任せるわよ」

「はい、任されました」

　にこりと笑う渡月さんを、かなえさんは不機嫌な猫のような表情で見つめる。

（うーん、かなえさん的には渡月さんの存在って微妙なんだろうなぁ……）

　苦笑を浮かべながら、俺は話がついたことにほっとする。

「すっきりしたところでご飯に戻るか」

　よっこいしょと声を上げてかなえさんは立ち上がった。

「ああ、ご飯の途中だった？　変な時間にお邪魔しちゃってごめんね」

「いえ。あ、渡月さんも食べていきますか？」

「いいの？」

「その前に、携帯の番号とか教えてください。渡月さんは俺に会いに来られるのに、俺から渡月さんに連絡取れないのって、なんか不公平じゃないですか」

　渡月さんはおかしそうに笑った。

「それももっともだね」

　どうやら今回は無事に渡月さんの連絡先を教えてもらえそうだった。






　夕食を食べた後、俺は慌ただしく着替えや何かをまとめると、渡月さんの運転する車に乗り込んだ。

「古い車でびっくりした？」

「いえ、それよりも渡月さんのキャラとそぐわない方がびっくりです」

　渡月さんが乗っている車は、多分二十年位前の二色に塗り分けられた古い四駆のオフロード車だった。そして当然のようにマニュアル車で、車のメカメカしい雰囲気もあって俺的にはちょっとわくわくしてきてしまう。

「古いのはともかく、なんでこんなごつい車なんですか？」

「この仕事、山の中に入ることも多いからね。行けるとこまで車で行けた方が楽でしょ？」

　笑いながら渡月さんは割と豪快な運転をしている。運転自体は荒くないんだけど、手の動かし方が大きいのか、車というより別の何かを操作しているように見えるので、ちょっと楽しい。

「そういえば道生くん、免許持ってる？」

「持ってます」

「マニュアルいける？」

「一応取りました」

「じゃあ、もし僕に何かあったら運転お願いできるね」

　まるで渡月さんに文句を言うように、エンジンの音が妙に大きく響いた。

「……さらっとそういう怖いこと言わないでくださいよ」

「あははっ、冗談だって」

「渡月さん、冗談に慣れてないでしょ」

　年上なことは分かっているけど、ついからかうように言うと、案の定渡月さんは子供のように唇をとがらせて、俺に言い返してくる。

「そんなことないよ。ただ、僕が普通に冗談言うとオヤジギャグとかだじゃれって言われるから……それなりに気を遣ってるんだけどなぁ」

「気の遣いどころが違う気がします」

「……道生くんは、思ったよりも意地悪なところがあるんだね」

「渡月さんがかわいいからいじめたくなるんです」

　そう言ってから、俺はしまったと思う。

（年上も年上……父親みたいな年の人に何言ってんだ俺……。しかもよりによってかわいいとか、アホか？）

「それは……困ったね。君みたいな若い子にかわいいって言われるのは、想定外だから照れちゃうよ」

　苦笑を浮かべながら、動揺さえ見せずにしっかりとハンドルを握る渡月さんの横顔を俺は見つめる。

「……年上の余裕ですね。そうやって、こっちの失言さらっとかわせちゃうのって」

「伊達に年はとってないってね。まあ、ちょっとズルしてる感じはあるけどね」

　車はいつの間にか高速に乗り、ぐんとスピードを増していた。

「ところで道生くん、どうして僕の依頼を引き受けてくれたの？」

　唐突に渡月さんが聞いてくる。

「大学休むことになっちゃうし、よかったのかな？」

「もう授業の登録も済ませてますし、課題の方もどうにかなります。そうですね……」

　俺はゆっくり目を閉じて、今ここにいる理由を頭の中で整理する。

「俺が神隠しにあった後、しばらく両親は外に出るときは必ず俺の手をつなぐようになったんですよ。小学校に上がって、俺がからかわれるのイヤだからって断固拒否するまで」

「きっともう君にどこにも行って欲しくなかったんだね」

「ええ、それを子供心に感じました。だから、もし自分が戻ってこなかったら、親はどうなっちゃったんだろうって思ったら、すごく怖くて」

「道生くんは賢い子だったんだね。それに、ご両親に愛されてた。だから……」

　ふっと渡月さんは言葉を切る。

「だから？」

「ううん、何でもないよ。ちょっと昔を思い出しただけ。ねえ、あっち側に行くのは、怖くない？」

「怖くないと言えば嘘になりますよ。でも、渡月さんいるし、俺はもうそこがどこか分かってます。神隠しにあった子は何も知らないままそこにいるじゃないですか。その子の方がずっと怖いと思いますよ」

「ふふ……本当に君は優しい子だね。本人とご両親のために力になろうっていうんだ」

「そうですね。ちょっとでも助けになるならって」

　その気持ちが大きかったのは確かだ。でも、それだけじゃないっていうのは、渡月さんには言わないでおこうと思った。

（ここで断ったら、いくら連絡先を教えてもらったとしても、渡月さんとの縁が切れそうでいやだったとか……なんだかなぁ）

　妙に渡月さんにこだわっている自分を眺めながら、恩人だからとかそんなことを言うもう一人の自分がいる。

「まあ、男の子ならこういうことに興味持つのも普通だよね。僕も普通なら君みたいな普通の子にこんなことを頼んだりはしないで、自力でどうにかしようと思うんだけどね」

「今回は自力でどうにかできないってことですか？」

「うん、そんな感じがするんだ。こういうイヤな予感って、大概当たるからね」

　苦笑を浮かべながら、渡月さんはひたすら車を走らせた。






　真夜中に目的地近くまで到着して、パーキングエリアで車を停め一眠りした後（渡月さんの車には、毛布や枕なんかが俺の分までしっかり用意されていた）明るくなってから目的地に向かう。

　高速を降りると、そこはどこかスカスカした印象の半分山の中の町だった。

「こんなところにインター作って、使う人っているんですかね？」

「割と多いよ、そういうところ。ま、そういうところで使うことが多い僕からすると助かるんだけどね」

「やっぱり神隠しって山の中で起きることが多いんですか？」

「まあね……山にはあんまり人が入って行かない方がいい場所があるしね。その山を治めている神様とうまくつきあえばいいんだけど、無理矢理町や道を作ったりすると、色々バランスが崩れちゃうから」

「ふーん……神様が怒るから神隠しって起きるんですか？」

「道生くん、興味津々だね」

　車自体は古いけれど、取り付けられているナビは新しい。液晶画面を見ながら、渡月さんは小さな畑やところどころにある家の間を縫うように通っている道を迷うことなく進んでいく。

「怒るだけじゃない、っていうところがやっかいかな。あと、山の神様と海の神様じゃ違うし、神様っていっても、妖怪が力を得て神様みたいなものになることもあるし」

「面倒なんですね、神様相手っていうのも」

「ははっ、それが分かってもらえて嬉しいよ。結構身を削る仕事だからね、この仕事。あ、ここみたいだね」

　渡月さんは、一軒の家の前で車を停めた。

　門らしきものがない敷地は庭が広く、その奥にどっしりとした瓦屋根の平屋。その横には車やトラクターを停めている車庫兼倉庫らしきものもある。庭には数台の車と一緒に、パトカーも停まっていた。

「農家さんですか？」

「そうだね。とりあえず、道生君の食材調達には困らないだろうね」

　本気か冗談か分からない言葉を口にしながら車を降りると、エンジン音を聞きつけたのか、家の中から若い男性が飛び出してくる。

「失礼ですが『渡し』の方ですか？」

「そうです。渡月と申します。ええと山本慶太くんのお父さんですか？」

「はい、この度は……」

　言葉に詰まりながら勢いよく頭を下げる様子からすると、どうもサラリーマンのような印象だった。

「とりあえず、お話を聞かせていただけますか？」

「あっ、すみません、まずは中にどうぞ」

　無理矢理笑顔を浮かべているけれど、疲労の色が濃い。

（俺がいなくなったとき、父さんもこんな顔してたのかな……）

　ぎゅっと心臓が捕まれるような思いがして、俺は無言で渡月さんの後についていった。






　玄関に並んだたくさんの靴から想像した通り、襖を全開にしてぶち抜いた部屋には、何人もの人が集まっていた。年のいった人がほとんどで、先ほどの慶太くんのお父さんが一番若いようだった。よく見るとその中には警官の姿もある。

「渡しさん、来てくれたかね？」

「ばっちゃん、来てくださったよ」

　疲れ切った人たちの中から、もう自分で立ち上がるのも困難そうなおばあさんが声をかけてくる。

「渡月と申します。早くにお呼びくださってありがとうございました」

「こういうのは、若い奴らにゃ仕切れんからな」

「はい、渡しの仕事を知っておられる方がいてよかったです」

　俺は渡月さんとおばあさんの会話を、横で正座をしながら聞いていた。

（神隠しの交渉か……当たり前だけど、まずは人との交渉になるんだな）

　どこか浮き世離れした印象の渡月さんが、こうやってちゃんと人間相手に話をしているのを見ると、すごく失礼だけど意外な気分だった。

（まあ……会ってしょっぱなに童貞かって聞かれて、乗っかられるような俺との出会いが例外なんだろうな……）

　地図や写真を広げて、おばあさんと渡月さんを中心に話し合いがされているけれど、俺ははっきり言って蚊帳の外だった。

（足……しびれてきた）

　足をもぞつかせていると、ふっと味噌汁の匂いがしてくるのに気づいた。

「すいません、お手洗いお借りします」

　そう言って立ち上がると、俺は匂いのする方向に向かっていった。






　やたらに大きな台所には、まだ若い女性とか年配の女性がいて、せっせと食事を作っていた。声をかけようとした途端、床にあった段ボールに足をひっかけて、軽くそれを蹴ってしまう。

「慶太……！」

　声を上げて顔をこちらにむけた若い女性は、絶望的な表情を浮かべた。多分、俺の立てた物音を慶太くんの立てたものと思ってしまったのだろう。

「もしかして、慶太くんのお母さんですか？」

「誰だい、あんた」

　年上の女性の方がきつい口調で俺に問いかけてくる。

「驚かせてすみません。俺は渡月さんの同行者です」

「わたつきさん？　ああ、もしかして渡しの人の？　もうついたんだ」

　ほっとしたように年配の女性は廊下の向こうを見ながら、一言声をかけてよとぶつぶつ言っている。

「今渡月さんが向こうで話し合いをしてるので、何かお手伝いできることがあればと思って」

「男が台所なんて手伝えるの？」

「はい、いつも家でしてますから。向こうにいても、俺、できることなさそうなんですよ」

「じゃ、一緒におにぎりでも作ってもらおうか」

　そんなわけで、俺は女性二人と一緒に朝ご飯用のおにぎりを握ることになった。

　若い女性は予想通り慶太くんのお母さんで美紀さん、年配の女性は美紀さんのお母さんで恵子さんだそうだ。美紀さん一家は普段は東京にいるが、実家に遊びに来て今回のようなことになったと、おにぎりを握りながら話してくれた。

「私がいけないんです、ちゃんと慶太の手を握ってなかったから」

　自分を責めるように言いながら涙を浮かべる美紀さんに、戻ってきた俺の手を離さなかった母さんの姿が重なる。

「大丈夫ですよ、渡月さんがちゃんと慶太くんを連れ戻してくれます。俺も、渡月さんに連れて帰ってもらったクチですから」

「えっ？」

「あんた、神隠しにあったのかね？　ホントにかい？」

「はい。でも、こうやってちゃんと帰ってきて、立派にでっかくなってるんです。だから、安心してください」

　嘘くさくなってもいい、と思いながら笑顔を浮かべると、美紀さんがぼろぼろと涙をこぼし始める。

「……助けてください、慶太を……お願いします」

　にぎりかけのおにぎりを放り投げて、俺の手を握り、美紀さんは必死に訴えかけてくる。

「……俺がどれだけ役に立つか分かりませんけど、渡月さんを全力でサポートします。だから美紀さんも泣かないでください。慶太くんが帰ってきたとき、笑って迎えてあげてください」

　泣きながらうなずく美紀さんと、その肩を撫でる恵子さんの姿を見ながら、なんとなく渡月さんがこの仕事をしている理由が分かったような気がした。






　慌ただしく朝食を食べると、俺は渡月さんと一緒に慶太くんが消えた山に向かう。念のためボディバッグに水やキャンディーなんかを持ってみたけど、渡月さんは何も持たず、薄手のコートを羽織っただけの軽装だった。

（俺たちのこの格好、どう見てもその辺を散歩するって感じだよな……神隠しをどうこうって雰囲気じゃないな）

　そんな気分になってしまうのは、一斉に芽吹いた新緑とぽかぽかする太陽の光のせいもあるだろう。とにかく、平和で平凡そのものの風景が続いているのだから。

「渡月さん、警察の人も来てましたけど、慶太くん、人間に誘拐されたとか、そういうわけじゃないんですね」

「うん、明らかにそうじゃない。この気配……」

　眉間にがっつりと縦皺を入れて、渡月さんは見たこともないような難しい顔をしていた。

「神隠しの気配とか、分かるんですか？　俺には普通に天気のいい裏山って感じなんですけど」

　若干の霊感的なものがあったはずなのに、何も感じ取っていない自分がちょっと情けなくなってくる。

「まあね。なんかこう、空気が乱れてるっていうか、あるべきところにあるものがなくて、なくていいものがそこにあるっていうか」

「すいません、よく分かりません」

「だよねー。ごめんね、説明下手で」

　四歳の子供が歩くくらいだから、その山の道はそれほど険しくない。登山道具などなくても、スニーカーで散歩に行けそうな、ほとんど野原に毛が生えたようなものといっても差し支えのない道だった。

「問題はここじゃなくて、その先の山かなぁ……」

　一本道の山道は、橋さえ必要のないような小川でいったん途切れる。小川の先にも道が続いているが、そこからは急に鬱蒼とした森になり、ぐんと高い山がそびえ立っている。

「このあたりで慶太くんはいなくなったという話だ。お父さんの話だと、あの先に行くのは怖いから帰る、と自分から言い出したそうだから、一人であの先に進むことはないはずだよ」

「たしかに子供があっち側に一人で行くことはありえませんよね。俺でもあんまり行きたくないですよ」

　妙に薄暗い小川の先の道を見ながら俺は口をひん曲げた。渡月さんに言われるまでもなく、そこから先はやばい、というのが俺にも分かるくらいなのだから、相当だろう。

（…ていうか、渡月さんとしてなかったら、俺も下手したら神隠しにあってるんじゃないか？　でも、渡月さんに出会ってなかったら、こんなところ来ることないし……）

　渡月さんに出会って良かったのか悪かったのか、俺は多少悩んだが、それは今考えなくてもいいという結論を出して、とりあえず頭の使わない棚の部分に投げ込んでおく。

「ところで渡月さん、交渉って具体的にどうするんですか？　神様に電話するわけにもいかないですよね」

　ずっと疑問に思っていたことを渡月さんに尋ねてみる。

「電話？」

「だってほら、ドラマとかだと交渉人ってまず電話で犯人とコンタクト取るじゃないですか」

「あははっ、現代っ子は発想が面白いね。すごーくアナログだけど、こっちから神様のところに訪ねていくしかないんだよね」

　渡月さんは小川の向こう側の山を見上げた。

「ですよねー」

「年寄りには辛いよー」

「って、渡月さん体はまだ見た目通りの年齢じゃないですか！」

「あはは、ばれた？　ところで道生くん、神様はどうして人間をさらっていくんだと思う？」

　いきなり俺に接近して、驚くような距離まで顔を近づけ、渡月さんは逆に俺に質問してくる。相変わらずかけているシルバーフレームの眼鏡の奥では、太陽の光を受けてあの印象的な瞳がきらきらと輝いているように見えて、俺はどきっとしてしまう。

「急にそんなこと質問されても……うーん、人間が誘拐事件を起こすときは、何か要求を聞いてもらうためだったりしますよね？」

　ドラマでよく見る場面を思い出しながら、当てずっぽうで答えてみる。

「うん、なかなかいい線だよ。神様も同じなんだ。いたずらだったり、単純に子供と遊びたかったりすることもあるんだけど、大概は何か人間に不満や要求があるときなんだ」

「じゃあ、慶太くんをさらった神様も？」

「多分ね。その理由が何か神様と話して探って、神様の要求を満たせるように着地点を見出すっていうのが僕の役割なんだ」

「そうなんですか……あ、俺の時って、どんな要求をされたんですか？」

　軽い気持ちで尋ねると、渡月さんは困ったような笑みを浮かべた。

「それは……言えないな。守秘義務ってやつ」

「えー、これだけ色々話しておいて、いきなり守秘義務とか言うんですか？」

「そうだよー。あっ、かなえさんに道生くんの初めての時のこと、事細かに話そうか？」

「ちょ……！」

　突然の反撃に俺が真っ赤になっていると、渡月さんはケラケラと楽しそうに笑う。

「でしょ？　守秘義務大事だと思わない？」

「……ッス」

　ふてくされながら答えると、渡月さんはつま先立ちで俺の頭をぽんぽんと叩いた。

「いい子だね、道生くんは」

「子供扱いしないでくださいよ……」

「五十八歳からしたら、二十一歳は十分に子供だよ」

（……確かにそうだけどさ）

　陽光の中で見る渡月さんは、例の時間の過ぎ方の違いとかのせいで、見た目はどう見ても三十そこそこだ。服と髪をどうにかしたら、大学生でも通じるような気さえしてくる。

「……あのね、これから先、僕がどんなことをしても驚かないでね。それは『必要なこと』だから」

　ひとしきり俺の頭を撫でた後、渡月さんは言う。

「はい、分かりました」

「じゃ、行こう」

　渡月さんは、ポケットに入れていた、慶太くんのおもちゃを取り出す。いかにも男の子が好きそうな、ヒーローが変身するときに使うブレスレットだった。

「最近のおもちゃは本当に出来がいいね。ほら、ここを押すと声が出るんだよ」

　必殺技を叫びながら光り出すブレスレットを、渡月さんは楽しそうに見ている。

「でもおもちゃで、本当に居場所が分かるんですか？」

「だいたいの場所くらいはね。本人が愛着を持っていたものは、本人と引き合うから」

「渡月さんの説明って、いつも割とふんわりしてますよね」

「あはっ、だって普段は僕一人で解決するから、誰かに説明する必要なんてないし」

「えっ、そうなんですか？」

「うん、だって君みたいな力を持ってる人なんて、初めてだから。頼りにしてるよ、道生くん」

　渡月さんは俺の胸を拳で軽く叩いた。それがなんとなく相棒と認めてもらえたようで嬉しかった。

「さあ、行こう」

　俺は渡月さんの背中をしっかり見つめながら、小川を越えていった。

　しばらく歩き回っていると、もうだいぶ肌に馴染んだ、あの空気が変わる瞬間を感じる。

「見つけたんですか？」

「うん……ここから先は、神様の結界の中だからね。気をつけて」

　いつもより、渡月さんの声は硬かった。よく見ると、あたりの景色は急に現実感を失って、まるで写真を貼り付けているように見える。

「はい……」

　答える俺の声も、いつもより緊張していた。

　渡月さんは突然振り返ると、何故か俺のパーカーの裾をぎゅっと掴んでうつむく。

「渡月さん？　どうしたんですか……」

「ホントに……僕が何をしても、驚かないでね」

　絞り出すように、渡月さんはつぶやく。それは何かを恐れているように俺には感じられた。

（この人が怖いって思うような神様相手の交渉なのかな……）

　俺はおそるおそる渡月さんの頭に手を置くと、さらさらなくせに手入れのされていない髪を、犬にでもするように強引に撫でる。

「わっ……！」

「さっきのお返し。いきなり人の童貞奪ってくような突拍子もないことする人が、今更何をしたって驚きませんよ」

　指に絡む柔らかな髪の感触は、正直心地よかった。俺のごわつくくせ毛とは対照的な細く柔らかな髪は、セックスしてるときの渡月さんの体のようにしなやかだった。

（……あのときの渡月さんの肌や声を思い出すと、結構まずいんだけどな……）

　おさまれおさまれと自分の下半身に念じながら、俺はできるだけ優しい手つきで渡月さんの髪を撫でる。

「……ありがとう、道生くん。それじゃ、行くよ」

　渡月さんはいつものようなふわりとした笑みを浮かべると、妙に現実感の薄れた山道を歩き出した。






（一歩進むごとに、景色が消えてく……）

　奇妙な感覚を味わいながら、俺はひたすら渡月さんの背中を見つめて歩いた。それだけが俺が俺でいられる証のような気がして、必死に一定の距離を保ちながら進むけれど、進むごとに景色は胡粉を薄く重ねていくように現実感を失い、遠くなっていく。

　とうとう地面も枝も見えなくなって、まるで胡粉を辺り一面に塗りたくったような世界になった途端、ふっと体が軽くなる。つまりそれだけ俺は体に重みを感じていたということだ。

「来るよ、道生くん」

　渡月さんは俺の腕を取り、視線で注意を促す。その視線の先から、まるで宙を滑るようにして直立不動の人の姿をしたものが近づいてくる。

「我の結界に無断で入ったのはお前たちか」

　ほんの一メートル先ほどまで近づいたその人物は、重々しい声で俺たちに問いかけた。

　俺が見上げるほどの背丈だから二メートルはあるだろう。服装は邪馬台国の男性がこんな服を着ていたといわれれば納得するようなシンプルなものなのに、緩くウエーブのかかった金髪に、アイスブルーのつり目という日本人離れした色彩だった。そんなどこかのゲームから抜け出してきたような外見のせいか、背は高いというのに、思ったほどの恐怖は感じなかった。

（むしろ、こんな外見なのに、異様なほど迫力がないって……どういうことだ？）

「あなたはこの山の神様ですか？」

　長い金髪が肯定するようにゆらりと揺れる。

「私は渡月と言います。よろしければ、お名前を教えていただけませんか？」

「……星せい狼ろうだ」

「なるほど、この地に狼が住まうほどの古いにしえよりこの地を治めていらっしゃったのですね」

「かもしれぬ。よくは覚えておらぬ」

　どこか呂律のまわらないような印象のしゃべり方をする星狼という神様と渡月さん会話を、俺は聞き漏らすまいと耳を澄ませていた。

「星狼様、お尋ねしたいことがあります。近頃ここに、人間の子供をお迎えになりませんでしたか？」

　その言葉に、星狼の眦なまじりがキッと切れ上がる。

「貴様、あの童わらわを取り戻しに来たのか！」

「無理に、とは申しません。しかしどうして星狼様は、あのようなごく普通の人間の子供を欲しがるのですか？」

　言葉にならないうなり声のようなものをあげながら、星狼は髪を振り乱し始める。

（大丈夫なのかな？　この星狼っていう神様、なんだか様子がおかしい。稲穂ちゃんに会ったときは、こんな異様な感じはしなかったのに）

「星狼様、どうかしましたか？」

「力が、欲しい……」

　頭を押さえ込むようにしながら、星狼はうめいた。その様子を見て、俺はふっとこの神様は病気にでもかかっているのだろうかと心配になってくる。

「我は……忘れ去られた神だ……あの子供を喰らって、我は力を取り戻す……！」

（ちょっと待てよ、喰らうって、食べるのかよ！）

　渡月さんがイヤな予感がすると言っていたのはこのことかと思いながら、俺は落ち着かない気分で渡月さんを見つめる。しかし、渡月さんに動揺する様子はなく、いつもと変わらないふわりとした表情を浮かべて星狼に向かい合っていた。

（……怖くないのかな？　慶太くんの命をかけた話し合いをするのに）

　美術系の学生なら誰しも『講評』というものを受ける。作品が完成すると、教授やほかの学生たちが見ている前でその評価を聞いたり、作品概要を討論したりするものだ。俺は正直言ってその場が苦手だった。どうにか描き上げたと思う作品でも、自分がここが弱かったと思う場所をケチョンケチョンに言われてしまうこともある。公開処刑されているような気分になって、上達には必要なのは分かっていたけれど、できれば講評会には出たくないというのが正直なところだった。

（でも、あんなのとは桁違いのプレッシャーを、今渡月さんは受けているんだ……強いな、この人）

　外見には現れない渡月さんの心の強さを、俺はその横顔に感じていた。

　慶太くんの命だけでなく、慶太くんの帰りを待っている沢山の人たちの思いも背負って、渡月さんはここに立っているんだ。そう思うと、薄く頼りない肩が、とてつもなく強い男の肩に思えてくる。でもそれと同時に、その細い肩でどれだけのものを背負わないといけないのだろうか、と切なくなってきてしまう。

（俺、この人の役に立ちたい……）

　ふとそんな思いが俺の中に芽生えた。

（今まで俺は、神隠しにあう側の立場でしか考えていなかった。でもそうじゃなくて、渡月さんの力になりたいかも……）

　そう思った瞬間、体中がかあっと熱くなる。今まで感じていたうっすらとした不安は消え、どこを踏んでいるか分からないような足元がぐっと硬くなったような気さえした。

「星狼様……あの子供一人を喰らうのを一日待っていただけませんか？」

　渡月さんの言葉に、俺ははっと自分の置かれている立場を思い出す。

（そうだった、今交渉の真っ最中だった！　……だけど一日待つだけでいいのか？　慶太くん本人を取り戻す交渉じゃなくて？）

　しかし、そんな渡月さんの提案を星狼は受け入れようとはしなかった。

「待てぬ……一刻も早く、力が欲しい」

　渡月さんはコートのポケットから小さな小瓶を差し出す。

（あ、あれ、稲穂ちゃんに最初に会ったときに渡してたやつだ）

「まずはお酒などいかがでしょう？　もう随分供えられていないと思いますけど」

　酒という言葉に、星狼の動きは一瞬止まる。

（あの瓶の中身、酒だったのか……）

「杯もありますので、どうぞ」

　渡月さんは反対のポケットから小さな朱塗りの杯を出す。

（魔法のポケットかよ……）

　俺はあきれたが、渡月さんは恐れる様子もなく星狼に近づき、恭しく杯を差し出す。星狼が迷いながらもそれを受け取ると、慣れた様子でそこに酒をつぐ。

「……お前からは、古の巫女たちの香りがするぞ」

「はい、私の勤めには、神を慰撫することも含まれますので。いかがですか……？」

　渡月さんは酒瓶を持ったまま、星狼の腕にしなだれかかると、そのたくましい腕に指を這わせる。

（ちょっと待って、渡月さん……何やってるんですか？）

　どう見てもその仕草は男性がするものには思えなかった。むしろ酒の入った場でやたらに積極的な女性がする類のもので、俺は慌ててしまう。

　しかしそんな渡月さんの態度が気に入ったのか、星狼はまんざらでもないような顔をしながら酒を飲み、無言で杯を差し出す。

「お気に召しましたか、このお酒」

「ああ……体に染み入るようだ」

「では、もっとお飲みください」

　喉の奥からのくすぐったくなるような声を出しながら、渡月さんは星狼の杯に酒を注ぐ。

（何をしても驚かないでって、こういう意味だったのか……そりゃまあ……驚くな）

　確かにあまり男性っぽい外見ではないし、男同士の行為に慣れてる感じの人だけど、さすがに人外の男に自分からしなだれかかっていくのは予想外だった。そういうところは、どう考えてもあまり人には見られたくはないだろう。

（だけど、多分こうやって神様の気分をよくして、交渉を進めていこうって作戦なんだろうな）

　納得はいかないけど、納得はできる、という奇妙な心持ちになりながら様子を見守っていると、渡月さんはさらに驚くようなことを星狼に提案する。

「……ねえ、星狼様。私を抱きたくありませんか？」

　甘えるような声で、渡月さんは星狼に語りかける。

（嘘だろ……渡月さん……そんな……）

　俺は声も出せずに馬鹿のようにそこに立ち尽くしながら、渡月さんと星狼のやりとりを眺めていた。

　渡月さんは着ているシャツのボタンを自分からゆっくり外し始める。その仕草は妙に淫靡で男の内側にあるものをかきたてる。

「星狼様、私が欲しくありませんか……？」

　小さく首をかしげ、渡月さんは誘惑する瞳を星狼に向ける。










[image: ]










（交渉って……こういうのもやるのかよ……！）

　これ以上見たくない、と思うのに俺は渡月さんから目が離せなかった。俺が見ている前で、渡月さんはシャツを脱ぎ捨てると、星狼の肩に胸を寄せ、甘えるように体をゆすってみせる。

「欲しい、と言ってください、星狼様……」

　喉声でささやきながら、渡月さんは星狼の胸を指先で撫でた。その指遣いに、俺は渡月さんに裏切られたと思っている自分に気づき、はっとする。

（裏切ったとかそういうんじゃないだろう……渡月さんは、俺の恋人でも何でもないんだから。むしろ俺を守るために体を差し出してくれたっていうか……）

　献身的と言うも愚かな渡月さんの自己犠牲的な行動に、俺はようやくあることに思い至る。

（……そっか、渡月さんはこうやって、誰かを助けるために神様に抱かれてきたんだ、何十年も……。じゃあ、俺の時も……？）

　そう思うと、叫び出したい気分だった。

「一日だけだ……それ以上は待たぬ」

「ええ、私たちがここを出てから、人の時間で一日だけ待ってくださいませ。約束ですよ」

「……約束しよう」

「ありがとうございます」

　渡月さんが答えると、星狼は乱暴に渡月さんのあごを掴み、深く口づける。渡月さんの唇のはしから、飲み込みきれない液体がこぼれ、肌を濡らしていく。

「お前の香りは何だ……力がわいてくる」

　渡月さんはミステリアスな笑みを浮かべると、そっと星狼の着物を止めている紐をほどいた。

「知りたければ、もっと私の体の奥まで探ってください」

　淫らといってもいい響きを含んだ声で、渡月さんは目の前の男にささやきかける。

　まるでそれが合図であるかのように、星狼は渡月さんの肌を獣のようになめ始めた。

「やん……くすぐったいです、星狼様、それより……」

　渡月さんは星狼の服を脱がせ、すでに形を変えているそれを手にする。

「ふふ、大きいですね、星狼様の……」

　ためらいもなく、渡月さんはそれを飲み込むと、水音を響かせながら口を動かし始める。人よりもずっと巨大なそれはすべて口に治めることはできないので、入り切らない部分は手を使って刺激を与え、あっというまに天をつくような勢いまで育て上げてしまう。

「星狼様、ここに……」

　渡月さんは自分から靴とチノパンも脱ぎ捨て、足を広げて恥ずかしい部分を自ら星狼の前に見せつける。

「ここに、下さい……」

（……そんな急いで欲しがるのかよ）

　イヤに積極的な渡月さんの態度に俺は段々腹が立ってくる。

（俺の時は見せつけるみたいに、後ろ緩くしてからだったのに……）

　だから何なんだと思うけれど、必死に求めているような渡月さんの態度が気に入らなかった。

　しかし俺の思いに関係なく、渡月さんは星狼を受け入れ、まるで女のように声を上げていた。

「ああっ……星狼様の、大きい……！」

（そりゃあんだけ体が大きかったら、モノだって大きいだろ）

　わけのわからないイライラは、段々怒りにかわっていく。

「深くまで……注いでください」

　ねだるような渡月さんの言葉に、俺は怒りで頭がどうにかなりそうだった。でも、自分が何故怒っているのかが分からなかった。

（渡月さんの仕事が、セックスをダシにして神様に言うことをきかせようとすることだったから？　もっとすごいものを想像していたのに、こんな手法をとっていることに対する失望……？　そうなのか……？）

　腹の中に渦巻くものを必死でこらえながら、俺は渡月さんと星狼の結合する様を見つめていた。






「お前の体はいい香りがする……不思議な香りだ」

　事が済んだ後、星狼はぼそりとつぶやいた。

「お気に召しましたか？　実は、秘密があるのですよ」

　しどけないしぐさで星狼の髪をいじりながら、渡月さんは微笑みを浮かべる。

「どんな秘密だ？」

「あそこにいる彼。彼の作った料理を食べたからですよ」

　突然話題を振られ、俺は驚いてしまう。

（確かに渡月さん今朝俺が作ったおにぎり食べてたけど……あんなものでも効果あるのか？）

　もしかしたら星狼を引っかけるための嘘かもしれないけれど、本当だとしたら俺の料理って一体何だよと若干心配になってくる。

「人間の作る料理？　そんなものでこの香りが出るものか」

「そう思いますよね？　でも違うんですよ。彼の作った料理を食べ、力を取り戻した小さな稲荷神がいましてね……星狼様も少し力が戻っていませんか？」

（あ……言われてみると、さっきよりもしゃべり方がしっかりしてるような……）

「星狼様、一日待っていただく間に、彼に料理を作らせます。もし、その料理の力で星狼様が力を取り戻せたら、あの子供を食べるのをやめていただけませんか？」

（あ……）

　俺はようやく渡月さんのしたかったことが分かった。

（自分の体を差し出すことで、俺の料理を食べさせる条件を整えようとしてたんだ……）

「信じられぬが……しかし、微かにだが力は戻っている……」

　考え込んでいる星狼の顔をつかむと、渡月さんは自分から口づけを仕掛ける。

「……ね？　彼の料理を食べた私の口づけ、おいしいでしょう？」

　嫣然と微笑む渡月さんに、軍配が上がったようだ。星狼はゆっくりとうなずいた。

「わかった、お前との約束、受け入れよう」

「ありがとうございます、星狼様。ところでここに連れてきた子供はどうしていますか？」

「案ずるな、眠っている」

　星狼がすっと手を上げると、大きなシャボン玉のようなものが現れた。中には赤いジャンパーを着た男の子が丸くなって眠っている。

「ありがとうございます。必ずや、ご満足いただける料理をお持ちいたしますので、しばしお待ちください」

　渡月さんのその言葉を聞いた瞬間、俺の意識はふっと途切れてしまった。

















第３章　帰還のために












　気がつくと、俺たちはあの小川を超えて平坦な山道に立っていた。

　しかし空は茜色に染まっていて、俺は混乱してしまう。

「えっ、どうして夕方……？」

「言ったでしょ、時間の流れが違うって」

「あれ、渡月さん、服着てる……」

「ああ、これは……」

　そう言った途端、渡月さんはがくんと膝を折って倒れ込んでしまう。

「渡月さん！」

　慌てて駆け寄ると、渡月さんは苦笑を浮かべながら体を起こすところだった。

「あはは……ごめん、ちょっと足腰とか、口じゃ言いにくいところとかガタきちゃってて」

　笑っているけれど、渡月さんの顔色は明らかに悪い。

（こんなダメージ受けてまで、あんなにノリノリで星狼としてたのかよ……）

　ちりっと胸の奥にいやなものが走ったけれど、茜色の空を見て俺ははっとする。

（もしかして、渡月さん……）

「さあ、急いで戻らないとね」

「……」

　ボディバッグを前に回すと、よろよろしながら立ち上がった渡月さんに俺は背中を向ける。

「どうぞ」

「え？」

「そんなよろよろしてたら、あの家に戻るのにどれだけかかると思ってるんです？　おぶっていきますから、乗って下さい」

「でも……僕、それなりに重いよ？」

　遠慮する渡月さんを俺はにらみつけた。

「美大生なめないで下さい。重いモン担いで移動するのなんて年中ですから」

「あははっ、意外とアクティブなんだね……じゃあごめん、甘えさせてもらうよ」

　渡月さんが俺の首に手を回したのを確認すると、背中に一気に背負いあげる。

（うわ……予想以上に軽い……）

　やせているとは言え、一応成人男性の体格をしているはずなのに、やけに渡月さんは軽かった。

（だめだ、この人、もっと食べさせないと……帰ったら、何か作ろう）

　そんなことを思っていると、肩に渡月さんの頭がこてんと落ちてくる。俺の頬をくすぐる渡月さんの髪の感触がなんだか妙に心地良いのが不思議だった。

「疲れましたか？」

「うん、ごめんね。道生くんだって疲れてるよね」

「……俺こそすいません」

「えっ、何が？」

「俺、あいつに抱かれてる渡月さん見てるとき、単なるその……淫乱なんだと思ってました。やけに急いで欲しがるから。でも、そうじゃなかったんですね」

　俺はどんどん赤みを増していく空を眺めた。

（渡月さんは、こっちの時間の流れが速いから、向こうにいる時間をできるだけ短くしないといけなかったんだ）

「ああ……うん、何しろ時間の流れが違うからね。君の感覚だと、向こうにいた時間は二時間かそこいらな感じだよね」

「はい」

「でも実際はもう夕方になっていた……ふふっ、僕の外見がこんななのも分かったでしょ？」

「はい……」

「向こうでのことはさっさと済ませないといけないから、つい焦り気味になっちゃうんだけど、今日はさすがに無茶しすぎたかも。君っていう隠し球があったから、余計にね」

「じゃあ、俺の料理を食わせる交渉のために、あんなことを？」

　渡月さんの頭が俺の肩の上で小さく動く。

「うん、君の料理がどれだけ神様に効くかは、稲穂ちゃんで実証済みだったけど」

（……試してたのかよ！）

　渡月さんの意外にちゃっかりした面を知って、腹立たしさを感じながらも、俺は笑い出したい気分になる。

「稲穂ちゃんと星狼様じゃちょっとタイプが違うからね。ホイホイ人間の料理を口にしてくれるか分からなかったんだ」

「タイプが違う……確かにそうですね。見た目からして、全然違う」

「言い方は悪いんだけどね、稲穂ちゃんみたいに町中の神社で人間が常に行き交っているような環境にいる神様は、良くも悪くも人間に慣れてるんだ。でも、星狼様みたいに、ずっと人間との交流を絶たれていた神様は違うんだよね」

「野生の狼みたいなものですか？」

「うん、そう。人に慣れた犬なら、差し出されたえさを喜んで食べるけど、そうじゃない犬は警戒するでしょ」

「警戒を解くためにああいうこと……するんですか？　いつも」

　妙になれた様子で誘惑する渡月さんの仕草を思い出すと、胃の裏側がキリキリと痛くなってくる。

「……気分悪いよね、オッサンのセックスなんていきなり見せられたら」

「いえ……」

　思い出すまいとするのに、渡月さんの狂ったように星狼を求める姿がまぶたの裏側に浮かんできてしまう。それだけならいいのに、その姿に俺の下半身は馬鹿正直に反応してしまう。

「……すいません、渡月さん。ちょっと下りてもらっていいですか？」

　硬いデニムに押さえ込まれて、正直痛い。深呼吸でもしてどうにかおさめようと立ち止まり、渡月さんを背中から下ろす。

「疲れちゃった？」

「いや……そういうわけじゃ……」

　なんとなくこそ隠すようにしゃがみ込もうとするけれど、デニムにひっかかって思うようにしゃがめず、妙な中腰になってしまう。それで理由を察したのか、渡月さんは苦笑を浮かべた。

「あー、うん、若いからしょうがないよね。色々あったしね」

「ちょっとおさまるまで休憩でいいですか？」

　恥ずかしさをこらえながら言うと、渡月さんはうなずく。さっきよりだいぶ血色が戻っているのを見て、俺はこんな状態だけど少し安心した。

「休憩でもいいけど……」

　渡月さんはいきなり俺のベルトに手をかけると、それを外し始める。

「ちょ、何してるんですか！」

「後ろはまだ星狼様のが入ってるから使えないんだ。だから、これで勘弁してね」

　渡月さんは手早く俺の前を開くと、下着をずり下げ、勃起しているものを外気にさらす。

「ホント、若いね……触ってないのにこんなになるなんて。すぐ楽にしてあげるから」

　渡月さんはいきなり俺のものを口に入れる。それが温かな粘膜に包まれる感触に、俺はいきなり達しそうになってしまう。

「く……っ」

　無意識に歯を食いしばってその衝動を乗り越えたのに、渡月さんは口に含んだまま裏筋を舌でくすぐるようにしながら刺激してくる。おまけに下着の上から玉まで撫でるようにされて、ぞくぞくとした快感がいっそう高まっていく。

　じゅっときつく吸われた瞬間、俺はあっけなく渡月さんの口の中で達してしまう。

「はっ……は……」

　軽く上がっている呼吸を整えながら、俺は無意識に渡月さんの髪を掴んでいたことに気づき、あわてて手を離す。

「すいません！」

　渡月さんは顔を上げ、口をきゅっと結んで首を左右に振った。その口の中にまだ俺のものがあると思うと、ぞくっとした熱く昏いものが腹の奥からこみ上げてきて、俺はあわててそれを打ち消す。

　ごくん、と渡月さんの白い喉が動き、止める間もなく俺のものを飲み込む。

「え、ちょっと渡月さん……」

「ん……おいしい」

　衝撃的なことを言われ俺は呆然としてしまう。

「どう？　すっきりした？」

「え……あ、はい」

　俺はあわててまだサイズは戻っていないものの、張りはなくなった自分のブツをしまい込むと、ボディバッグに入れていたペットボトルを差し出す。

「口、ゆすいでください」

「ありがとう。ほんと、道夫くんて準備がいいねえ。やっぱりお母さんだ」

　笑いながら渡月さんは水を口に含むと、軽くゆすいで吐き出した。

　お母さんと言われるのをよしとするわけじゃないけど、薄っぺらいこの人にもっと肉を付けるために飯を食わそうとナチュラルに思うところあたり、もう母親キャラを否定できないとあきらめる。

「渡月さんこそコートのポケットから酒瓶と杯が出てくるなんて、予想外過ぎます」

「あははっ、あれは交渉をする上での基本装備なんだ。他は何にも入ってないよ」

　コートのポケットを叩いて、渡月さんはおどけてみせる。

「お水、ありがとう。もう大丈夫だから、急いで帰ろう。おぶってもらうなんて、子供のころ以来だったから、新鮮だったよ」

「別に下までおぶっていけますけど」

「さすがにそれは恥ずかしいかな？　さあ、行こう」

　渡月さんに笑顔でそう言われてしまえば、俺は従うしかなかった。

（もっとこの人の力になりたい……それなのに、何だろう？　近づこうとすると、すっと渡月さんにかわされてるような気がする……人懐こい人なのにな）

　微妙な距離感に、俺の心中はだいぶ穏やかではなかった。






　家に戻ると、不安そうな慶太くんの両親や近所の人たちが俺たちを迎えてくれた。渡月さんが星狼と交渉し、一日の間に俺の料理を作って持って行けば、慶太くんを無事に取り戻せるかもしれないと説明すると、男性陣が慌てて車の準備を始める。

「美紀、あんたはお二人のお相手してな。あたしは男衆と一緒に買い物行ってくるから。道生くん、材料は何でもいいの？」

　美紀さんのお母さんは男性陣の買い出しの指揮を取るため、一緒に買い物に行くようだった。

「はあ、多分……」

「あっ、できればなるべく地元の食材をそろえていただけるといいかもしれません。あと、地元のお酒もあれば……」

「酒なら任せろー。県内のやつそろえてる店におれが行ってくるから」

「野菜だったら、たばっちゃんの畑のやつ、もらってくるか？」

「イチゴもハウスの奴らんとこ行ってそろえてくるべ」

「春先にばあさんが取ってきた山菜の塩漬けも出してくるか」

　バタバタと買い出し部隊が出かけていくと、家の中は急に静まりかえってしまう。

「慶太は……帰ってきますか？」

　ぽつりと美紀さんが聞いてくる。

「赤いジャンパー、あれ、慶太くんのお気に入りですか？」

　渡月さんの言葉に、美紀さんははっと顔を上げた。

「慶太、あのジャンパー着てたんですか？」

「はい、ぐっすり眠っていたようなので、多分怖い思いはしていないと思いますよ」

「よかった……慶太、無事だったんですね……」

　安堵の涙を流す美紀さんの肩を渡月さんは優しく叩いた。

「はい、かならずいい方向に進めて見せますので、もう少し頑張りましょうね」

　美紀さんは何度もうなずきながら、手のひらで涙をぬぐっていた。






　風呂の準備をしてあるということで、一足先に体を清める気分で風呂をもらうと、買い出し隊がちょうど帰ってきたところだった。山のような食材を台所に運び込む様子に、俺はなんだか宴会料理を担当させられたような気分になってくる。

「……渡月さん、俺、どれだけ作ればいいんですか？」

「できるだけたくさん、ってことにしておいて。星狼様、人間に例えるならものすごくお腹を空かせてる状態だから」

「……ッス」

　持ってきたエプロンを着け、服の腕をまくり上げると、気合いを入れる。

「渡月さん、メニューって何でもいいんですか？」

「うーん、あえて言うなら、肉や魚の料理が多い方がいいかな？　星狼様、元が狼だから。狼が力を得て山の神になったって感じだからねー」

「はー……稲穂ちゃんは狐っぽいし、神様も色々ですね」

「まあ、その辺はアバウトに考えて。大事なのは、君の料理には力があるってところだから」

「普通の家庭料理なんですけどね……何がどうしてこうなった」

　俺の心からの思いを口にすると、渡月さんはぷっと吹き出す。

「笑わないで下さいよ！」

「ごめんごめん、だって、今すごい心情こもってたから」

「そりゃ男だったら、自分に特殊能力があるって知ったら、俺すげーかっけーって思うけど、よりにもよって料理って……」

　なんとなくがっくりした気分になるのは否定できない。

「でも道生くん、料理得意でしょ？　僕も道夫くんの料理、好きだし」

「はぁ……就職できなかったら、いっそ神様相手の定食屋でも開きますか」

「三つ星レストランじゃなくて、定食屋ってところが妙にリアルだねー」

「基本、家庭料理ですからね」

　なんとなく、渡月さんとの会話で肩の力がいい感じに抜けたような気がした。

「とにかく、お腹を空かせてる知り合いに、おいしいものを食べさせてあげようって感じで作れば大丈夫だから」

「それじゃ渡月さんに飯食わせた時みたいに、ちゃちゃっとやらせてもらいますよ」

　俺はテーブルに山と盛られた食材を見つめ、何を作ろうか考え始める。

（持ち運ぶんだから、基本冷めてもおいしいものか。あと汁物は避けたほうがいいか……うーん、でもやっぱり食事なら汁物欲しいな。スープジャーみたいなのあるか聞いてみよう）

　考えながら、食材をとりわけ、大体のメニューを決めると、どの順番で作ればいいか頭の中でタイムテーブルを組み立て始めた。冷蔵庫に貼られていた小さなホワイトボードを拝借して、そこに書き出しながら、修正を加えていく。

「よし、頑張れば、明日の昼には出来上がるかな」

「まかせたよ、道夫君」

「はい。あとは俺がやりますから、渡月さんは、さっさと風呂に入って寝てください。向こうでぼーっとしてた俺と違って、体張ってたんだから」

「あははっ、体を張るっていうとなんかちょっとかっこいいね。でも、お言葉に甘えて僕もお風呂もらってこようかな。さっぱりしたい気分だし」

「そうしてください」

（……もしかして、まだ渡月さんの中に、あいつのやつが残ってるのかな？）

　そう思った途端、胃の裏側あたりに、またも焼けつくような痛みが生まれる。

「……やっぱ、プレッシャーかかってるのかな？」

　ぼんやりしそうな自分の顔をばしっと叩くと、俺は料理をはじめた。






　ほぼ徹夜でレパートリー全開で料理を作り続けた結果、これどうするんだという量の料理が出来上がった。どうやって運ぼうと不安になっていると、美紀さんと恵子さんが近所からかき集めたという重箱やタッパーを持ってきてくれた。

「なかなかいい腕してんのね、道夫くん」

　からかうように言いながら、恵子さんは俺が料理を詰めた重箱を運びやすいように包んでくれる。

「女の子ならこれだけ料理ができれば、お嫁さんになるのに困らないんだけどね」

「何言ってるのお母さん、最近は男も料理ができたほうがモテるんだから。道夫くん、背高いし結構イケメンだし、モテるでしょ？」

「それがあんまり……女子におかんキャラ扱い受けてます」

　俺の言葉に、美紀さんも恵子さんもおかしそうに声をあげて笑う。

（よかった……美紀さん、昨日より少し顔が明るい。このままうまく慶太くんを連れ戻せたらいいな）

　ほっとしながら俺が詰め続けた料理を美紀さんたちが包み、それを登山で使うようなリュックサックにぎっしり詰め込むと、準備は出来上がりだった。

「重いけど大丈夫？」

「けっこう肩に来ますけど……渡月さんだって重いでしょ」

　俺は料理を担いでいたが、渡月さんは風呂敷に一升瓶を二本つつんだものを両手に下げていた。

「まあね。でも場所はわかってるから、頑張れそう。それに、僕は昨日少し寝かせてもらったしね。道夫くん、ほとんど寝てないでしょ」

「一晩くらいならどうにかなります」

「はぁっ、若いっていいねー。じゃ、行こうか」

「はい」

　俺たちは昨日の小川を超えて、星狼の住む山に分け入っていった。

















第４章　もうひとつの顔












　朝靄の中、俺は小さな手を引いて歩いていた。見通しのいい場所に出た途端、美紀さんが大声をあげてこちらに向かって走ってくる。

「慶太……！」

「あっ、お母さん！」

　俺の手を振りほどくと、慶太くんは勢いよく走りだす。

「慶太！　慶太ぁ……！」

　ようやく自分の腕に戻ってきた慶太くんを抱きしめて、美紀さんはボロボロ涙を流し続ける。

「これで、一件落着みたいですね」

「うん、今回の件は道夫くんがいたからここまで短時間で解決できたんだよ。ありがとう」

　俺を見上げて渡月さんは微笑む。その表情にどきっとしながら、俺も笑みを返す。

「でも、まさかこんなうまくことが運ぶとは俺も思いませんでした」

　俺は昨日の昼すぎに山に入ってからの事を思い浮かべていた―――。






　俺の持ち込んだ料理を見て、星狼は胡乱そうな表情を浮かべる。

「本当にこれをこの人間が作ったのか？」

「はい、いい匂いだと思いませんか？　道夫くん、お重を開けてみて」

　渡月さんに促され、俺は重箱の蓋を取り、それを並べ始めた。

「いかがですか？」

　渡月さんの問いかける声も聞こえないほど、星狼は俺の料理にくぎ付けになっていた。

「おかしい……人間の作るものから、このような香りがするはずが……」

「試しに召しあがってみてください」

　渡月さんは重箱の料理を皿に取り分けると、星狼に渡す。それを悩みながらも口にした星狼は目を見張った。

「いかがですか？」

「……もっとくれ」

「はい。お酒もどうぞ」

　前よりも大きな杯になみなみと酒をついだものを、星狼は一気にあおる。むせる様子もなく、あとはひたすら心配になるような速度で料理を平らげていく。

　そっとその場を離れ、俺の隣に来た渡月さんは小さく親指を立てて見せる。

「やったね、道夫くん、気に入ってもらえたみたいだよ」

「そうみたいですね……ああ、よかった」

　膝の力が抜けそうになって、俺はぐっと両手で膝を抑え込み、どうにか座り込みそうになるのを阻止した。

「しかし……あんな勢いで食べて大丈夫なんですか？　物理的法則無視してますよね？」

「そもそもここが物理的法則無視してるところなんだから、気にしない気にしない。ほら、もっと料理並べちゃお」

「そうですね」

　まだリュックの中に入っている太巻きやらおにぎりを詰めたタッパーや、デザート用に作ったイチゴ入りの牛乳かんやらを取り出して、星狼の前に並べる。

「……そういえば、あの子供も食事をしていなかったな。食わせてやれ」

　すっと手を差し伸べると、昨日見たシャボン玉が現れる。星狼が手を叩くと、シャボン玉は消え、中にいた慶太くんが目を覚ました。

「あれ？　オレ……？」

　ぼーっとしている慶太くんを、渡月さんはそっと抱き寄せ、膝の上に座らせる。

「慶太くんかな？」

「うん、そうだよ。おじさんは？」

「お母さんに頼まれて、慶太くんを迎えに来たんだよ。もう少しでご用が終わるから、待っててくれる？　あ、おにぎり食べる？」

「食べる！」

　目を輝かせる慶太くんの前に、ふわりとおにぎりが飛んでくる。どうやら星狼が慶太くんのために取り分けてくれたらしい。

「すっげー！　おにぎり飛んでる！」

　怖がる様子もなくおびぎりをキャッチすると、いただきます、と行儀よく言ってからぱくつき始める。

「せいろう、おなかすいてたんだ。すげー食べてるな」

「おや、あの方のお名前を知っているんですか？」

「うん、ここに来た時教えてくれた。でも……なんか眠くてよく覚えてないんだけど……」

「大丈夫ですよ、気にしなくて。道夫くん、僕は星狼様のお世話をするから、慶太くんをお願いしていい？」

「はい、慶太くん、お茶もあるよ、飲む？」

「うんっ！」

　俺はリュックに入れていたペットボトルのお茶を慶太くんに渡しながら、リュックのポケットにあるものを入れていたのを思い出す。

「そうだ、慶太くん、これ、お気に入りだったよね」

　俺が取り出したヒーローの変身ブレスレットを、慶太くんは嬉しそうに受け取ると、早速腕につけてみせた。

「ありがと、お兄ちゃん！　これな、ここ押して、こうやってキメるんだ」

　慶太くんはヒーローになりきって変身ポーズをしてみせると、自分のお気に入りのヒーローについて一生懸命話し始める。

（どうやら怖がってないみたいだ……よかった）

　夢中になって話す慶太くんにうなずきながら、俺は胸をなで下ろしていた。

「だからオレはブルーウルフが一番かっこいいと思ってるんだ！」

「なるほどね……青い狼か。いいこと教えてあげるよ」

「なになに？」

「星狼の『ろう』の字は狼っていう漢字なんだよ」

「マジか？　せいろう、狼だったのかー。カッケー！」

　そうして俺たちが仲良くなっている間に、星狼はすっかり料理を平らげていた。

「うむ……満足したぞ、道生とやら」

「いえ、こちらこそ全部食べていただけて嬉しいです」

　心からの気持ちを伝えると、星狼はうなずく。

「お前の料理は美味だった。おまけに、力が満ちてくる……これで我はまたこの山を無事治める力を得ることができた」

　出会ったときには全く感じなかった威厳のようなものを漂わせながら、星狼は渡月さんを見る。

「渡月。お前の願い、聞き入れてやろう。この力があれば、人間の子供などもはや必要ではない」

「ありがとうございます、星狼様」

　にこりと笑う渡月さんを見ながら、俺はぎゅっと手を握りしめた。

（マジで、俺の料理で慶太くんを助けることができたんだ……！）

　達成感で体が踊り出しそうになるのを押さえながら慶太くんを抱き上げる。

「やったな！　帰れるぞ、慶太くん」

「うん……」

「どうしたの？　嬉しくないのかな？」

　渡月さんが顔をのぞき込むと、慶太くんは腕につけたブレスレットをいじりながら口をとがらせる。

「あのさ、オレたちが帰ったら、せいろうってどうなるの？」

「どうなるも、また元通りだ。一人でこの山一帯を見守り、治めてゆくことになる」

　慶太くんの問いかけに、星狼は表情を変えずに答えた。

「……これ、せいろうにあげる」

　慶太くんはお気に入りの変身ブレスレットを外すと、星狼に押しつけた。

「それはお前の大事なものではないのか？」

　星狼は困ったように慶太くんを見つめる。俺はハラハラしながら、慶太くんの行動を見守っていた。

「せいろう、おもちゃ持ってないだろ？　一人でいるのつまんないけど、おもちゃがあれば少しは楽しいんじゃないかなって。だから、もらって」

　明らかに困惑の表情を浮かべながら、星狼はプラスチックでできたブレスレットを受け取る。

「……人間というのは、よく分からぬな。自分を喰らおうとした相手に贈り物をするとは」

　そう言いながらも、何故か星狼の口元は淡い笑みを浮かべていた。






「本当にありがとうございました！　なんとお礼を申し上げたらいいのか……」

　顔中を涙でぐちゃぐちゃにしながら、慶太くんのお父さんは何度も俺たちに頭を下げる。家に帰ってきた途端、慶太くんは気疲れしたのかすぐに寝てしまい、ここ数日ほとんど寝ていなかったらしい美紀さんも慶太くんに寄り添うように眠ってしまった。

　慶太くんの手をぎゅっと握って眠る親子の姿を見ていると、本当に慶太くんを連れ戻せて良かったと思う。

「いえ、僕もこれが仕事ですので。それでは僕たちはこれで失礼しますね」

　お父さんや慶太くんの帰りを待っていた人たちに見送られ、渡月さんの車は東京に向かって走り出した。

「無事解決してよかったですね、渡月さん」

「何言ってるの、半分以上は道生くんのおかげだよ。道生くんの料理がなかったら、もっと長引いていたからね」

　すぐに車は高速に乗り、なめらかに車は走って行く。その単調なリズムに俺は段々と眠気がこみ上げてきてしまう。

「眠い？　いいよ、寝ちゃって。道生くん貫徹だからね」

「すいません、ちょっとだけ寝かせて下さい……」

　どうにかそう言うと、俺はあっという間に眠りに落ちていった。






　目を覚ましたとき、俺の体には毛布がかけられていた。

「あ、起きた？」

「すいません……って、ここどこですか？」

　高速に乗っていたはずなのに、何故か車は山道を走っていた。そのガタガタした走りのせいで俺は目を覚ましたようだった。

「ごめんね、ちょっと寄りたいところがあったんだ」

「寄り道にしちゃ随分豪快なところですね」

「ごめんねー、どうしても必要なことだったんだ……あ、やっと着いた」

　渡月さんが車を止めたのは、川岸だった。すぐそばには岩の上から流れ落ちてくる水がしぶきを上げ、小さな滝をつくっている。ちょっとスケッチしたくなるような風景で、俺はスケッチブックを持ってこなかったことを後悔した。

「こんなところに、どんな用があるんですか？」

「うん、ちょっと待っててね……」

　渡月さんは一旦車を降りて後部座席に行くと、おもむろに服を脱ぎ出す。

「ちょ……何してるんですか、渡月さん！」

「禊みそぎ、してくる」

「みそぎって……え？　ちょ、待って下さい！」

　あっという間に全裸になった渡月さんは、止める間もなく川に入ると、滝壺に全身を沈める。

「渡月さん！」

「ストップ！　大丈夫だから」

　川に入ろうとする俺を、滝壺から浮かび上がった渡月さんが止める。

「大丈夫じゃないでしょ！　まだ春ですよ？」

「でも、向こう側の存在と交わった後は、こうしないとダメなんだ。いつもこうしてるから、大丈夫！」

（大丈夫じゃないだろ……！）

　俺はあわてて車に戻ると、車内の暖房を最強にして、しまってあったバスタオルを勝手に引っ張り出す。シートが濡れないようにバスタオルを二重に敷いて、もう一枚を手に持って車外で渡月さんを待つ。

（必要なことならしょうがないけど、せめて色々準備してから行ってほしいんだけど……！　あの人、こんなに計画性なくて、よく今まで無事でいるよな……）

　震えながら川から上がってきた渡月さんを抱き留めるようにしながらバスタオルで巻いて、車内に押し込むと、暖房が効くようにドアを閉める。

「ありがと……」

「何でもいいですから、ちゃんと拭いて下さい。風邪引きますよ？」

「うん……」

　唇を青くしながら震える手でもそもそと体を拭き始めるのを見ていられなくなって、俺は小さめのタオルで渡月さんの髪を拭き出す。

「ごめん……ちょっと寝かせて」

「えっ、渡月さん？」

　まだ髪も体も濡れたまま、渡月さんは目を閉ざすと俺の肩に倒れ込む。

「ちょ……待ってよ！　どうすんだよ、これ……」

　眠るというより意識を失っている状態の渡月さんを抱きかかえて、俺は途方にくれるしかなかった。






　どうにか渡月さんの体と髪を拭いて、シャツを羽織らせると、俺が使っていた毛布をその体に巻き付ける。下半身はこの状態で何かを着せることは無理だとあきらめて、なるべく見ないようにしながら、毛布の内側に押し込む。

　真っ白な細い足はどうかすると女の足のようにも見えてしまい、なまじ一度肌を合わせているだけに、俺はその感触を思い出してドキドキしてしまう。

（……そういうこと考えてる場合じゃないだろ！）

　また反応しそうになる下半身をしかりつけ、俺は渡月さんの様子を見守る。

　暖房を最強にして俺は暑いくらいだったけれど、滝壺に飛び込んで体の冷え切っている渡月さんにはそれでも足りないらしく、時々小さく震えてる。

「渡月さん、熱なんて出さないで下さいよ……」

　俺は迷いながらも、渡月さんをぎゅっと抱きしめる。さすがに雪山方式で体を温めるのはためらわれたけど、少しでも俺の体温を分け与えて温めたい気分だった。

（……俺には寝てていいとか言っときながら、自分はこんなになるまで頑張るなんて、バカだよ、渡月さん……）

　ようやく乾いた髪が白い頬に流れ、淡い陰を作っている。それはまさに絵画のようであり、俺は無性にそれが悔しくなってくる。

「……あんたは向こう側じゃなくて、こっち側でちゃんと生きてる人間なんだよ？　ちゃんと……人間として生きて下さいよ」

　ほんの少し出ている指先をとらえると、俺は熱を与えるようにそこをゆっくりとこする。

　そうして渡月さんを抱きしめていると、日が傾く頃にようやく渡月さんは目を覚ました。

「ん……」

「大丈夫ですか、渡月さん？」

「……道生くん？」

　たどたどしく俺の名を呼ぶ渡月さんにうなずきかけると、妙に子供じみた笑顔を俺に向ける。

「よかった……ちゃんと帰ってきた。千ち佳かとは違う……」

「千佳？　誰ですか、その人」

　問いかける俺の声に、渡月さんははっとした表情を浮かべた。

「あ……ごめん、なんでもないんだ」

　取り繕うように笑顔尾を浮かべる渡月さんに、俺は苛立ちを感じていた。

「……そうやって笑うの、やめませんか？」

「え？」

「どうしてこんな無茶してまで、神隠しの交渉人するんですか？　確かに人のためになる仕事で立派な仕事だと思いますけど……渡月さん、無鉄砲過ぎますよ」

「……心配かけてごめんね」

　ぽつりと渡月さんが言う。

「実はね、僕も子供の頃神隠しにあってるんだ」

「え……？　だって渡月さんの家って、代々この仕事をしてるんじゃないんですか？」

「うん、だから神隠しにあうリスクが高いとも言えるね。僕は妹と一緒に神隠しにあった……そして帰ってきたのは、僕だけだった」

「誰かが交渉してくれたんですか？」

「違うよ。僕が自分で交渉をしたんだ。でも、失敗した」

「じゃあ妹さんは……」

「うん、今も向こう側かな。生きていればいいけどね……」

「あの、さっき入ってたチカって、もしかして……」

「うん、僕の妹だ。僕のちょっとしたミスで、僕は戻って、千佳は向こうに行ったままだ」

　渡月さんはぎゅっと拳を握りしめる。

「……その罪悪感から、そんな倒れるまで必死になって交渉をしてるんですか？」

「そうとも言えるし……ううん、それだけじゃない。いつか、妹を連れ去った神様と出会えるんじゃないかって思ってるんだ。妹が無事なら、今度こそこちらの世界につれて帰れるよう交渉する」

「だから……たくさんの交渉をこなして、実年齢と外見がこんなに離れるくらい向こう側に年中行って、あんなふうにいつも神様に体を差し出してるんですか……」

　渡月さんは答えず、悲しそうに笑った。この人の背負ってきたものや、それを取り戻すために費やしてきた時間が、こんなふうな笑顔を浮かべさせるようになったのかと思うと、心が痛かった。

（……何で俺、こんな渡月さんに感情移入するんだろう？）

　ふとそんな疑問が浮かぶ。感情的なものはなくても、最初に体を重ねた相手が自分にとって特別な相手になるのは分かる。

（でも、それだけなのか……？）

　頭の中で何かがぐるぐる回って、めまいがしてきそうだった。そんな俺の思考をガツンと止めたのは、他ならぬ渡月さんだった。

「人っていいね……温かい」
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　そう言いながら、遠慮がちに俺の胸に抱きついてくる渡月さんのようやく戻ってきた体温に、体の内側から欲情とは違う何かがこみ上げてくる。胸がいっぱいになるくせに、やたらに切なくて甘くて、そして苦しいそれ。

　子猫が親猫のぬくもりを求めるように体を押しつけてくるその仕草に答えるように、俺は渡月さんをぎゅっと抱きしめた。その途端に胸の内の切なさは、全身を駆け巡るような熱と喜びに変わる。

（……ああ、そうか。俺は、渡月さんが好きなんだ……）

　ようやく自分の内側の形のない感情の正体を俺は悟った。いや、本当はもっと前から分かっていたのかもしれない。でも、それを認めるには、俺は幼すぎたし、そもそも恋愛感情を持つ相手として、渡月さんは俺のストライクゾーン外にあったはずなんだ。

（……倍じゃきかないほど年上で、しかも同性で……なんでこんな人を俺、好きになったんだよ）

　そう思っても、一度気づいてしまった自分の気持ちはもうどうにもならない。

　渡月さんを抱きしめる腕にいっそう力を込めながら、俺は切なくなってくる。

（この人にとっては、セックスなんて手段でしかないんだ……俺に抱かれたり、色々してくれたのだって、いわば仕事がらみの人助けみたいなものだし）

　渡月さんの媚態を思い出すと、へその下の方からちりちりと痛いくらいの欲求がわき上がりそうになる。でもそれは俺を無残な気持ちにさせた。

（恋愛感情なんてなしで肌を交わせるこの人が、ちょっとセックスしたくらいで俺のことを好きになんてなるわけない……絶対叶わない恋なんだろうな、これ）

　抱きしめ合っているのに、気持ちはつながらない。

　欲しいと哀願すれば、応じてくれるだろうことは予想がつく。でも、俺が欲しいのは渡月さんの体じゃなかった。

（心が欲しいとか……恋ってこんなにやっかいなものなのかよ）

　今まで女の子を好きになったことがないわけじゃない。でもそれとは全然違う、心がひりひりするようなそれを、俺はどうしてしいか分からなかった。

（渡月さんと出会ってから、どうしていいか分からないことだらけだな……俺ってまだ未熟だな。ホント、ガキなんだなぁ……）

　ぐちゃぐちゃになった気持ちのまま渡月さんの顔を見ると、ぬくもりに安心したのか、俺の腕の中で再び目を閉じ眠そうにしている。差し込む夕日に長いまつげが頬に陰を落としているのを見ながら、俺はこの陰を描くなら一番細いあの面相筆だよな、とかどうでもいいことを考えていた。

（……どうせ、叶わない恋なんだ）

　俺はやけっぱちになって、何も言わず、渡月さんの唇に自分の唇を押し当てる。

　性的なものを含まないただ唇を合わせるだけのキスは妙に儀式めいていて、この恋をあきらめるのにふさわしい気がした。

「ん……したいの？　道生くん……」

　俺がキスしたのをそう解釈したのか、眠そうに渡月さんは問いかけてくる。

「いえ……なんとなく、キスしたい気分だったんです。夕日がきれいだったから」

「道生くんはロマンチストだね……」

　眠そうにふにゃりと笑う渡月さんをそっとシートに倒すと、俺は静かに運転席に回った。

（……しばらくは、夕焼けなんて見たくないな）

　とにかく帰ろう。その気持ちのままに、俺はキーを回し、車のエンジンをかけた。






　慣れないマニュアル車の運転に手こずりながら、どうにか東北道を東京に向けて走らせるころになると、だいぶ俺にも余裕が出てくる。そしてはたと気づいた。

「……俺、渡月さんの家知らないわ」

　連絡先を教えてもらわなかったり、自宅の場所を知らなかったり、我ながら根本的なことが抜けているとため息をつきたくなる。

（まあ、この人の場合、本人のやってることのインパクトが強すぎて、普通につきあうのに必要な情報がかすむんだろうな）

　後部座席で眠ったままの渡月さんをミラー越しに見ると、俺はまた運転に集中した。

　結局東京に戻っても目覚めなかったので、俺はとりあえず自宅に車を向かわせた。途中のパーキングエリアでかなえさんに電話をすると、今日は友達のところに泊まりに行って戻らないとのことだったので、最悪渡月さんを泊まらせても問題ないだろう。

「渡月さん、起きて下さい」

　運転席から後部座席に身を乗り出して声をかけると、渡月さんは寝ぼけた声を上げて体を起こす。

「ん……ごめん、ぐっすり寝てた」

「すいません、渡月さんの家わからなかったんで、とりあえずウチに車回しました。起きれますか？」

「うん……え？　ていうか、もう東京なの？」

「はい、渡月さん３時間以上ぐっすり寝てました」

「ああああ……そんなに？　ごめんね、運転、疲れたでしょ」

　申し訳なさそうに、渡月さんは俺を見つめる。

「いえ、久々にマニュアル運転して楽しかったです。とりあえず、服着て下さい。ウチで話しましょう」

「あ、僕服も着ないで寝てたのか。だらしないとこ見られちゃったね……恥ずかしいなぁ」

（恥ずかしがるとこそこかよ！　俺の前で何度もすっぽんぽんになってるくせに）

　よく分からない渡月さんの羞恥ポイントに頭を抱えたくなりながら、視線を前に向けて着替え終わるのを待つ。服を着る衣擦れの音がうるさいほどに響いて、振り向きたい衝動に駆られたけど、どうにか自制心でそれを抑え込む。

「終わったよ」

「じゃ、行きますか」

　車から下りてキーを渡月さんに渡すときに、キーホルダーがいやに古いこけしのような木彫りの人形だということに気づく。

「渡月さん、そのキーホルダー一体いつのですか？」

「ああこれ？　うん、妹がかばんにつけてたやつなんだ。なんとなくね、手放せなくて」

「……それじゃ、大切にしないといけませんね」

「うん」

　うなずく渡月さんの笑顔は妙にさみしげで、俺はその場で細い体を抱きしめたかった。さすがに近所の人に見られたらまずいので、ボロが出る前にとさっさと渡月さんを家に招き入れる。

「眠気覚ましにコーヒーでいいですか？」

　荷物を置くのもそこそこに、湯を沸かしてコーヒーの準備を始める俺を、居間の方から渡月さんは楽しそうに見つめていた。

「道生くんは本当に台所にいるのが似合うね」

「やめて下さいよ。俺は台所じゃなくて、アトリエにいたいんですから」

「ああ、そういえば道生くんって美大生だったよね。君の絵はここにはないの？」

「基本的に課題の絵ってでっかくて普通の家に飾れるサイズじゃないんです。部屋にしまってあるから後で見せますよ」

「でも君がどんな絵を描くのか、想像できないなぁ……」

「割と普通の絵ですよ。ミルクと砂糖どうしますか？」

「ミルクだけもらえるかな？」

「はい」

　陶製のミルクピッチャーに牛乳を入れてコーヒーと一緒に置くと、「マメだねえ」と渡月さんは笑う。いつものコーヒーの香りと、愛用のマグカップの感触に、やっと日常を取り戻したような気がして、俺はほっとする。

（……ほっとしたのはいいけど、俺、これからどうすんだろ？　渡月さんとの関係って、これで終わりになるのかな……）

「そうだ、道生くんにこれ渡しておかないとね」

　渡月さんはコートのポケットから封筒を取り出すと、それを俺の前に置く。

「何ですか、これ」

「バイト代だよ」

「え？　これってバイトだったんですか？」

　驚く俺に渡月さんはおかしそうに笑い声を上げる。

「だって、僕はこれが仕事なんだよ？　これでお金をもらってるんだから、その仕事を手伝ってくれた君にはそれなりの対価を払うのが当然でしょ」

「まあ……言われてみればそうですね。じゃあ、いただきます」

　取り上げた封筒には微妙な厚みがあって、俺はあわててその中を見る。

（ちょっと待て、これって十万くらい入ってるよな……？）

「渡月さん、こんなにもらっていいんですか？　三日間くらいですよね……」

　普段している喫茶店のバイトがばからしくなるようなその金額に、俺は動揺していた。

「君はそれだけの仕事をしたんだよ。それに、今回は君の時のような……」

　言いかけて、渡月さんははっと口を閉ざす。

「……俺の時って、俺が神隠しにあった時、何かあったんですか？」

「ごめん、今の忘れて」

　何気なさを装うその様子に、かえって俺が神隠しにあったときに何かあったのだと直感的に理解する。「いやです。忘れません。何があったか話して下さい。俺だって……当事者です！」

「……聞いても、君はショックを受けるだけだと思うよ」

「それでもいいです。もう子供じゃないんだから、何を聞いても驚きませんから」

　ぐっと渡月さんを見据えると、はぁとため息をつかれてしまう。

「じゃあ話すけど、本当に君にとっては気分のいい話じゃないからね」

「覚悟しました」

「……君をさらった神様はひどくそう……貪欲な神様でね。やっぱり星狼様のように君の命をもらうって言ったんだ。どうにかそれをとどまってもらうために代わりのものを、ってお願いしたとき、何を要求してきたと思う？」

「神様じゃお金は要求しないでしょうし……今回みたいに、力の源になるような何かですか？」

「うん。でも君の料理のような都合のいいアイテムはない。さあ、どうしたと思う？」

「……他の人の命、ですか？」

　恐る恐るそういうと、渡月さんはかなしそうな目を俺に向けた。

「それを僕が差し出すと思う？」

「いえ。でも、それくらいしか俺には思い浮かびません」

「人の命と同じくらい大事なもの……君がこれから先生きるだけの寿命と同じだけの寿命を差し出せ、って言ったんだ」

　渡月さんの言葉に、俺の心臓はいやな音を立て始める。

「寿命って……」

「君が生きるべき何十年かを、他の人の寿命で購ったんだよ。それ以外の選択はできなかったんだ、あの時は。そしてその対価を払ったのは……君のご両親なんだ」

　ドンッ！

　その音が、俺が拳をテーブルにたたきつけたものだと気づいたのは、手がいやに痛いと感じた後だった。

「……じゃあ、俺の両親が普通より早く死んだのは……」

「君をさらった神様に寿命を差し出した結果……だろうね。確実に」

　予想していた通りのことを言われ、俺は全身の血がさあっと引いていくのを感じた。異様な寒さを感じながら、俺はたたみかけるように渡月さんに問いかける。

「じゃあ、俺は両親の命を奪ってここにいるってことですか？」

「……ご両親はそうは考えて欲しくないと思うよ。子供が助かるためなら、大概の親は何だって差し出すからね。寿命という未来なだけ、まだマシということを君には言っておくよ」

　柔らかいくせに、妙に冷静な渡月さんの声に俺は恐ろしいものを感じていた。

（人の寿命のやりとりまでするなんて、そんなの……ありなのかよ。まるで、死神じゃないか！）

「……どうして、両親を止めてくれなかったですか？」

「自分の命が親の犠牲の上に成り立ってるっていうのは、ショックだよね。でもね、そうしてでも君のご両親は、君に戻ってきて欲しかったんだよ」

　渡月さんは諭すように俺に言った。

「分かってます！　頭では分かるんです……でも……」

「……ごめん。やっぱり、話すべきじゃなかったよね」

　渡月さんは静かに立ち上がる。

「僕、帰るね。仕事、手伝ってくれてありがとう」

　言葉少なに立ち去る渡月さんを見送らなければと思うのに、俺は立ち上がることができなかった。鉄製のドアが閉じる重い音を聞きながら、俺はようやく自分が泣いていることに気づく。

（……最低だな、俺）

















第５章　何処へ












「みっちー、なんか絵荒れてね？」

「あ？」

　背後からかけられた声に俺は自分でもわかるほど不機嫌な声で生返事を送る。

「いつものみっちーっぽくない絵じゃん、それ」

　俺に声をかけてきたのは、同じ部屋で製作をしている村山祥しょう一いちだった。ウチの大学は、いくつかに区切られた部屋を数人でアトリエとして使う方式で製作をしている。毎日何時間も一緒に過ごさなきゃいけないから、気の合わないやつだと地獄だけど、村山は割と気が合うので今まで問題はなかったが、こいつが妙に察しがいいのを俺は忘れていた。

「こないだ休んだとき、何かあったの？」

　さりげなさを装いながら、村山は聞いてくる。

「その前はなんか絵に色気が出てきていいなーって思ってたんだけど」

「色気？」

「うん、なんか好きな子でもできたのかなーって思ってた」

「……黙れ。口閉じないと三千本ぶち込むぞ」

「やめて！　せめて鹿にして……」

　ちなみに三千本も鹿もどっちも日本画を描くのに必要な画材の膠にかわで、三千本膠は三十センチくらいの棒状のもの、鹿膠は一センチほどのサイコロ状のものだ。どっちも普通の状態だとすごく硬いし、そもそも食べるものじゃない。

　とにかく、俺自身が気づいていなかった渡月さんへの恋心が絵に反映されていたのも驚きだけど、それにこいつが気づいていたのも驚きだった。

（……ウザいけど、見る目はあるんだよな。村山って）

「あ、そんなにお怒りとか、もしかしてすでに失恋済み？」

「……そんな簡単なことじゃねーよ」

「ってことはマジで恋なの？」

　目を輝かせながら聞いてくる村山の口に絵の具を溶いた後の絵皿を詰め込みたい衝動を抑えながら、俺は奴をにらみつける。

「でもさ、みっちーの絵っていつも抑圧的だったじゃん？　自分を押さえ込んでるっていうか」

「冷静とか静謐って言えよ」

「まーなんとでも。だからたまにはそんなパッション溢れる絵ってのも悪くないんじゃない？　講評で絶対突っ込まれるけど」

　村山は俺の絵を眺めながらにやりと笑った。

「それに最近弁当作ってきてないじゃん。どうしたの？　俺、おすそ分けなくてさみしい」

「お前に食わせるのに作ってんじゃないし」

「でも、女子も心配してたよ。女子力高いみっちーがずっとパン屋のパンかじってる、異常事態だって」

「……お前らの中で、俺ってどんなキャラなんだよ」

「いつもおいしいものを作ってくれる人」

　悪びれず言う村山に俺はため息をついてしまう。

「……やっぱり料理キャラだよなぁ。俺って」

　実は渡月さんに真実を告げられてからこっち、一気に料理をする気力がなくなって、スーパーの総菜で食事を回していて、かなえさんにも文句を言われている真っ最中だった。

「でも俺、普段のみっちーの絵も好きだから」

　そういうと、村山はふらりとまた自分の絵の前に戻る。結局は俺をからかって気分転換をしたかったのだろう。

（……やっぱ、こういう絵はいつもの俺らしくないか）

　輪郭を飛び越えて飛び交う色をどう押さえ込もうか四苦八苦している最中だっただけに、村山の指摘はけっこうぐっさり突き刺さった。

（恋……か）

　俺は確かに恋をしたのだろう。で、失恋をしたのかというと、それもよく分からない。何しろ俺から相手を拒否したようなものなのだから。

（まず、あの晩渡月さんにひどい態度を取ったこと、謝らないと）

　そう思うのに、色々なことが重石になって電話をかけることさえできずにいた。

（渡月さんは、俺が神隠しにあったとき、最善の手段をとっただけだ。多分、俺の両親だって、そうするのが一番だって納得して、自分の寿命を俺のために差し出してくれたんだ……）

　何度も自分に言い聞かせるように言って、俺はようやくそれを自分の中で消化することができた。もし自分の大切な人が、あと何年あるか分からない自分の寿命……いわば実感のないもので助けられるというのなら、俺だって多分目の前に大切な人が戻ってくることを選ぶだろう。

　俺は真っ白な皿に朱色の岩絵具を落とすと、そこに膠を加えて指先で練り始める。日本画で使う岩絵具は粉末状なので、膠を接着剤がわりに加えることで紙の上に定着する。絵具を練る間は恰好の考え事をする時間だ。

　今思い返してみれば、父さんが病気であっという間に亡くなった後、母子家庭になっても生活に困ることはなかった。母さんがやけに俺に家事を仕込んでたのって、母子家庭だから俺に家事を代行させるためじゃなく、自分が死んだ後俺が困らないようにするためだったのだろう。二人が自分の生きる時間が短いことを分かった上で計画を立てていたことがなんとなく分かる。

（……全部、俺のためなんだよな）

　その選択を両親がしたことを、俺が許容できない今の状態を両親が知ったらどう思うだろう。答えは簡単だ。喜ぶわけがない。

（じゃあ、俺はどうしたらいいんだ……？）

　ゆっくりと練った絵の具に水を加え、今度は練ると言うよりかき混ぜるようにしながら均一な朱色を作っていく。指を上げると、爪の間に朱色が残っていた。日本画描きはこうして指で絵具を作るから、爪の間が大概汚い。何色もそうやって絵具を練り続けていると、混ざった色で爪の間が壮絶な色になる。

（……渡月さんて、何色なんだろう？）

　神様という人外の存在と交わり続けている渡月さんの心の中は、一体どんな色に染まっているのだろう、と俺はふと思った。

　その瞬間、俺は猛烈に渡月さんのことを描きたい衝動に駆られた。

　汚れた指を筆洗バケツで適当にゆすぐと、そばにあったスケッチブックに鉛筆を走らせる。でも、渡月さんの顔をどうしても描けなかった。細部は覚えているのに、全体的なことを考えると、途端に印象がぼんやりしてきてしまう。指の形や、唇の端の陰なんて写真のように覚えているのに、それを人の形にしようとするとどうしてもつながらない。

（俺、渡月さんの何を見てたんだろう……あの人が好きだって思ってたのに、絵に描くことさえできないほど、いい加減にしか見てなかったんじゃないか）

　色々すっとばして、急に渡月さんに会いたくなってくる。

　会ってどうなるということじゃないけど、とにかく会いたかった。

　やっかいな交渉を任されて無茶をしていないか、ちゃんと食事をしているのか、あの薄っぺらい体がさらに薄くなっていないか……何故か心配事だけがいくつも浮かんでくる。

（だから、オカン属性って言われるんだよな……）

　俺は鉛筆を放り出すと、スマホを掴んで制作室の外に出た。






　屋外の喫煙所に誰もいないことを確認すると、椅子に座って渡月さんに聞いていた電話番号に電話をかける。普段電話なんて使わないから、妙に緊張する。

　しかし、何度呼び出し音を重ねても、留守電にさえつながらない。

（もしかしたら、交渉の最中で向こう側に行ってるのかな……？）

　ふと、慶太くんを連れ戻すときに体験した、向こう側とこちら側の時間の流れの違いを思い出す。

（渡月さんが今後もずっと交渉人を続けて、俺は普通に生活してたら、遠からず俺は渡月さんの外見を追い抜くだろうな……）

　実際の年齢の差は縮まらないのに、見た目はどんどん近づいて、やがて追い越す。同じ世界に生きてるはずなのに、俺と渡月さんは全く別の世界で生きているようだった。

　それはひどく耐えがたいことのように思えた。

　何もかもよく分からない。だからこそ、渡月さんの顔が見たかった。

　十回ほど電話をかけたところで、煙草を吸いに来た奴がいたこともあって、俺は電話をあきらめ、喫煙所を出ると、そのまま制作室に駆け戻る。

「村山、俺今日は帰るわ」

「あ、そう。分かった」

「そこの朱色、使うなら使って」

「おー。サンキュ」

　制作に入っている村山は生返事を返しながら、こちらも見ずに手を振る。俺は荷物を持つと、部屋をダッシュで出て行った。






　帰りがけにスーパーに寄って食材を買い込むと、それを自転車のカゴと荷台に乗せて帰る。

「ただいま」

「おかえり、どうしたの？　こんな早く帰ってきて」

「うん、料理したくなって」

　俺が両手に提げたスーパーの袋を見て、かなえさんは目を見張る。

「どういう心境の変化？　昨日まで作る気力なかったくせに」

「色々。とりあえず、台所占拠するから」

「はいはい、こっちは仕事してるからご自由に」

　かなえさんはそういうと、仕事部屋に戻っていった。

（電話、着信拒否はしてないみたいだったから、多分出てないだけだ……それがわざとなのか、出られない状況だからなのかは分からないけど）

　じゃあなんで料理なのかというと、もし交渉に出てるなら、俺の料理でもなんでも使って、さっさと交渉を切り上げて話をしたかったし、そうじゃないなら、俺の料理を食べさせてあの人を少し健康的にしないとという謎の使命感があったからだ。

（……つきつめていくと、俺バカだから、結局料理するしかできないんだよな）

　いやいや絵も描ける、と言いたいところだけど、そこはまあまだ十把一絡げなレベルなことは自分が一番よく知っている。

　料理をしながら何度も電話をかけてみるけれど、結局渡月さんは捕まらなかった。

　久しぶりの手料理でご機嫌でビールを開けたかなえさんは夕食のあと、ソファでうたた寝をしている。気合いを入れて作った料理をどうしよう、と思ってふといいお裾分け先を思い出す。

（稲穂ちゃんとのころに持って行くか……）

　夜に神社に行くのはどうもアレだけど、知り合いの家を尋ねると思えばそうおかしくはないだろう、ということで、俺は夕食用に作ったにしては多すぎる料理を、稲穂ちゃんの好みに合うように、かわいらしく弁当箱に詰め込む。

（……渡月さんからもらったバイト代、まだまるっと残ってるし、稲穂ちゃん用にかわいいランチボックスでも買うかな）

　まだ眠っているかなえさんに毛布をかけると、俺はそっと家を抜け出した。






「稲穂ちゃん、道生だけど……いるかな？」

　神社の社の前に立って、そうつぶやく俺は明らかに不審者だろう。しかしすぐにふっと体をなじみのある違和感が包む。渡月さんがいうところの、結界の中に入ったという感覚だ。

「道生、よく来たな！」

　弾むような足取りで飛び出して来た稲穂ちゃんは、ふさふさとしっぽを振って俺を出迎えてくる。

「ごはん、持ってきたけど食べる？」

「もちろんだ！」

　俺が社の前の階段に座って弁当箱を置くのを、稲穂ちゃんは目を輝かせて見つめていた。

「どうぞ、召しあがってください」

「うむ！　馳走になるぞ」

　稲穂ちゃんは小さな手で弁当箱を持ち上げ、嬉しそうに料理を口に運ぶ。

「そんなにおいしいですか、俺の料理」

「ああ、お前が帰ってから、次はいつ来てくれるか楽しみだったぞ。そうそう、この間この近辺の神たちの集まりがあってな」

　稲穂ちゃんが頬にご飯粒をつけているのを指摘しようかどうしようか考えてながら、相づちを打つ。

「へえ、神様も会議とかそういうのあるんだ」

「それほど堅苦しいものではない。まあ人間でいう茶会のようなものだ。そこで皆に褒められたぞ。お前の料理のおかげで、毛艶がよくなっていたからな」

　自慢げな稲穂ちゃんに、思わず笑いがこみ上げてきてしまう。

「やっぱり毛艶がいいとかそういうのってポイント高いんですか？」

「当たり前だ。我らは力がそのまま見た目に現れるからな。とくに我らのように、町中に住まうものは、参拝者の数が神気にそのままつながるようなものだ。よほど有名な社でもない限り、今はどこもカツカツだからの」

「そういうもんなんですか……神様の世界も世知辛いですね」

（そういえば、星狼も力がなくなってどうこうとか言ってたな……そうなると、神隠しってもっと増えていくのかな？　そしたら渡月さんももっと忙しくなりそう……）

　連絡が取れないのは、やはり交渉の仕事をしているのだろうか、と心配になってきてしまう。

「おかげで、皆にうらやましがられたぞ。お前の料理を一度でいいから食べてみたいと皆にやいのやいの言われたぞ。……道生、今日はなんだか元気がないな」

　稲穂ちゃんに指摘されて、俺ははっとする。

「それが……渡月さんと連絡が取れなくて」

「人間には携帯電話という道具があるのではないのか？　遠く離れていても話ができるし、手紙や絵も送れるのだろう？」

　さすがに町中に住んでる稲穂ちゃんは、人間の持ち物にも詳しいようだった。

「そう、その携帯電話で連絡してるんですけど、どうも出てくれなくて。いっそ直接会いに行きたいくらいなんですけど、居場所が分かりませんし」

「そうか……だが、渡月は私の力が及ぶ場所にはおらぬな。まあ、私の力では分かる範囲もそう広くはないがな」

「へえっ、神様ってそういうことも分かるんですか！」

　驚く俺に、稲穂ちゃんは自慢げに耳をぴくつかせる。

「渡月はなんというか、気の形が独特だからな。一度見れば忘れられるものでない。道生はこんな不思議な力を持っているというのに、匂いが変わったら、気の形が普通の人間過ぎて探すのが難しい」

「あはは……確かに俺はごく普通の人間ですから」

　言いながら、ついため息をついてしまう。

「はあっ……明日も頑張って渡月さんに電話します。出てくれる気があるのかどうか分かりませんけど」

　コトンと稲穂ちゃんは弁当箱を置くと、俺をじっと見つめる。

「どうかしましたか？　何かおいしくないものでもあった？」

「……道生。私の言うことを聞いてくれれば、渡月の居場所は分かるかもしれないぞ」

　紫の瞳が深い色をたたえて、俺を見つめていた。






　薄暗さが残る朝靄の中を、苔むしすり減った石畳を踏み分けて神社に入ってくる人物の人影を俺は確認した。

（ああ。やっぱりここで良かったんだ……）

　安堵の思いで、鳥居のそばでその人物がこちらにやってくるのをじっと動かずに待つ。

「渡月さん、待ちましたよ」

　俺の声に、その人物……渡月さんは驚いたように足を止めた。

「……道生くん？　え……どうして？」

　淡い茶色に緑を散らした独特の瞳が、眼鏡の奥で見開いた目の中で輝いているのを見て、俺は懐かしさに胸がいっぱいになってしまう。

「なんで君がここにいるの……？」

「渡月さん、俺の電話、無視しましたよね？」

「それは……あはは、ごめんね。バタバタしちゃってたからつい」

「一週間もずっと？」

「えーと……」

　口ごもる渡月さんの様子からすると、明らかに電話に出られる状況でも出ていなかったことが読み取れてしまう。

（こんなわかりやすい人なのに、交渉人やってるとか……どんな人だよまったく！）

　若干の苛立ちとともに、それの何倍もの愛しさがこみ上げてきてしまう。

「このままだと渡月さん、ずっと俺のこと無視すると思ったから、稲穂ちゃんにお願いして、渡月さんの居場所を突き止めてもらいました」

「え？　どうやって？　稲穂ちゃんにそこまでの力はないはずだけど……ここ、君の家から百キロは離れてるよね？」

「だから、稲穂ちゃんに、各地のお稲荷様を俺の料理をダシに呼び集めてもらったんです」

　それは、稲穂ちゃんから提案のあったことだった。

　もし、渡月の居場所を知りたければ、各地のにちらばる稲荷神たちに聞けばおおよそ分かるだろうと。だが、その情報を得るためには、引き替えとなるものが必要だと。

「……で、君はお稲荷様たちに料理を大盤振る舞いしたわけ？」

「宴会料理を作るようなものです。バイトで何度か仕出しやったんで慣れてますから」

「君の料理にホイホイつられた神様が、僕の居場所を教えたってわけか……」

「まあ簡単に言うとそういうことです」

「はあっ……」

　渡月さんは脱力したようにその場にしゃがみ込んだ。

「……君にとっては辛い思い出に連なることだから、もう君を巻き込むのはやめようと思ったのに。だから電話に出なかったのに、どうして」

「どうしてって……」

　俺はその先の言葉を告げていいのか、一瞬悩んだ。

（とにかく会いたい、って気持ちだけでここに来たけど、でも……この人に自分の気持ちを告げていいのかな？）

　いきなり黙った俺を、渡月さんはしゃがみこんだままじっと見上げる。

「僕は君のご両親の寿命を削った張本人だよ？　そんな人間と一緒にいたら辛いでしょ。それに、僕と一緒にいたら、君だって……僕みたいに年齢不詳のオッサンになるかもしれないよ？」

「別に……いいです。そんなの」

「そんなのって……！」

　渡月さんは一瞬声を荒げた。でも、いつもぬるま湯のような雰囲気をまとわせている渡月さんらしくない反応に、本気で俺を気遣って離れようとしていたことがよく分かった。

「まずは謝らせて下さい。この間、俺から頼んで本当のこと教えてもらったのに、ひどい態度取りました。すいませんでした！」

「え……あ、ううん。それは……当たり前だと思うよ、あんなこと言われたら。僕は気にしてないから、ホントに」

「……ありがとうございます。それから」

　俺はしゃがみこんだままの渡月さんの腕を取ると、強引に立たせて、視線が普通に向かい合うようにする。

「俺、渡月さんのことが好きなんです。だから、あなたと離れたくありません」

「え……？」

　不意打ちを食らった、と言いたげな呆然とした表情を浮かべた渡月さんは、みるみるうちに真っ赤になっていく。元々色白の人だから、そうやって頬に血が上がるとまるで顔がサクランボのようだった。

「待って、好きって……ええと、勘違いしてるだけだよ、道生くんは。僕とは妙な経験ばっかりしてるから、そのドキドキを恋愛感情だって……」

「……すごい恥ずかしいこと言っていいですか？」

「……どうぞ」

「俺、今まで使ってたエロ本が使い物にならなくなりました」

「は？」

「頭の中の渡月さんじゃなきゃ、抜けなくなったんです」

「えっ……あの、ええと……」

　耳まで真っ赤にした渡月さんは、困ったように俺から視線を外す。

「それって……僕が君をその……男の人の方が好きなクチにしちゃったってこと？」

「ちがいます。そっちでも抜けませんでした。渡月さんだけでした。できたの」

「もうっ……！　そんな君の下半身事情なんて知らないよ！　バカ！」

　混乱したように、渡月さんは弱々しく拳を俺に打ち付けてくる。

「すいません。でも、それくらい渡月さんしか見えなくなったみたいです、俺」

「そんなこと言われても困るよ……僕は……」

　俺の胸の上で止まった拳を、ぎゅっと握りしめると、渡月さんはおびえたような表情を浮かべる。その表情にほんの少しどきりとしながらも、俺はまっすぐ瞳を見つめた。

「好きです、渡月さん」

「……ごめん、僕、これから交渉に行かなきゃいけないから。多分、神様に抱かれることになる」

「ええ、知ってます。でも、自分が好きな人が仕事で他の奴に抱かれるのなんて嬉しくないんです。だったら、俺の料理を使って下さい！」

　俺は足元に置いていた巨大なクーラーボックスを渡月さんの前に出す。

「これ……」

「この間もらったバイト代で作ってきました。これだけあれば、多少は交渉有利に進められますよね？」

　渡月さんは俺の顔と、足元のクーラーボックスを何度も交互に見ると、耐えかねたようにぷっと吹き出した。

「もう……君って奴は、ホントに……！　わがまますぎるよ」

「恋ってそんなもんでしょ？」

「若いって怖い。おじさん、びっくりだよ」

「ほら、とにかく行きますよ。神隠しにあった人を待ってる家族がいるんでしょ？」

　俺はクーラーボックスを担ぎ上げると、渡月さんの手を握った。冷たく細い指を温めるように握り、鳥居の向こう側に促す。

「交渉終わったら、返事聞かせて下さいね」

　顔を見ずにそう言うと、ぎゅっと小さく指を握りかえされる。大人の手なのに、その力加減はなんだかこの間一緒に歩いた慶太くんの小さな手のように感じられて、俺は笑い出してしまいたい気分になった。

（こんな子供みたいなことする還暦前のオッサン、ほっとけるわけないじゃん……）

「道、こっちでいいんですか？」

「うん……もう、知らないからね、ほんとに」

　口ではそう言いながら俺の手をふりほどかない渡月さんが、俺は愛しくて仕方がなかった。

















第６章　心の行方












　そしてその日の交渉はあっという間に終わった。

　今回の神様が子供たちを連れ去ったのは、力が欲しいとかそういうことでなく、単に遊び相手が欲しかったというごく単純な理由だったからだ。さらってきた女の子二人や俺たちとさんざん遊び、俺の料理をみんなで一緒に食べて満足した神様はあっけなく俺たちを解放した。

　それだけのことで日付を一日またいでいたことは驚きだったけれど、疲労感も大してないので、俺たちはさっさと東京に帰ることにして、車を走らせていた。

「神様って、割と単純だったりします？」

「そうだね。そうとも言える、だから、難しい場合もあるんだよ」

　渡月さんは特に疲れた様子もなく、車を走らせていた。

「今日は運転、大丈夫ですか？」

「うん、何しろ君の料理のおかげで、僕はすることがなかったからね」

　複雑な表情を浮かべながら、渡月さんはナビを見つめる。

「よかったじゃないですか」

「よかったのかなぁ……なんか複雑なんだけど」

「ところで渡月さん、どこに向かってるんですか？　俺の家だとさっきのインターで下りないとまずかったんですけど」

　渡月さんはちらっと俺に視線を向けると、またすぐに前を見据える。

「僕の家。イヤだった？」

「え……行っていいんですか！」

　思わずシートから体を浮かせて運転席の渡月さんを見ると、唇をとがらせながらうなずく。

「だって、君とは一度、落ち着いてちゃんと話さないといけないし。年中君の家にお邪魔しているわけにもいかないからね」

「そ、そうですね」

　渡月さんの言葉に、俺は妙に動揺してしまう。

（確かに俺、告白して、返事待つって言ったけど……渡月さんの家におじゃんして、それで断られたらどんな顔すればいいんだろう？）

　ちらちらと運転席の渡月さんを見るけれど、いつもと変わらない表情でハンドルを握っている。

（大人ってずるいな……一応俺も二十歳超えてるから大人っちゃ大人だけどさ。実際年齢からしたら、親子ほど年が離れているんだよね）

　渡月さんの車は高速から下りると環七を走り、昔ながらの道の細い住宅街の中に入っていく。

（へえ……渡月さん、こっちの方に住んでたんだ。この辺ってもう二十三区内だよな……）

　東京とは名ばかりの、雪が降れば横浜あたりから通学してくる奴らに山奥だ、雪が深すぎると言われるような一帯に住んでいる俺としては、やっぱこの辺が東京だよなーと思ってしまう。

「ついたよ」

　渡月さんが俺を連れてきたのは、かなり古いこぢんまりした日本家屋だった。うちの団地も昭和の香りを強くとどめた感じだけれど、あくまでも戦後の高度成長期に建てられたものだ。渡月さんの家は下手をしたら戦前の面影をとどめている。

「古い家でびっくりしたでしょ？」

「ええ、まあ……うちも古いですけど」

「まあ入って。あんまり家にいないから、大したおもてなしもできないんだけどね」

　そう言うと、渡月さんは俺を家に招き入れた。

　家の内側は外見を裏切らない見事な昭和様式で、いっそ映画のセットといわれても納得してしまうようなレトロっぷりだった。居間というより茶の間に置かれたテレビが辛うじて薄い液晶だということが、ここが昭和のまま時を止めているわけでないことを感じさせた。

　古びた丸いちゃぶ台に、古ぼけた座布団。畳表はさすがに毛羽立ってはいないが、それでもすでに青さを失って、枯草色になっていた。茶箪笥の中には茶色い急須と千代紙を巻いた茶筒がちんまりと収まっている。うちもたまに来る大学の奴らには「家のつくりがおじいちゃんの家みたい」とからかわれるが、渡月さんの家はそんな家に住んでいる俺がおじいちゃんの家だと思うほど、ザ・昭和だった。

（ただ……渡月さん家にあんまりいないって言ってるせいかな？　妙にがらんとした感じだな……）

　棚には古い人形や妙な置物があって、割とこちゃこちゃしているのに、何故か妙に生活感がないのもセットっぽさを強めているのかもしれない。

「渡月さんって、こういう昭和レトロなのが好みなんですか？」

「そういうわけでもないよ。ただ千佳が帰ってきたとき、あんまり変わってたらびっくりするかなって思って……気がついたら、こんな時代遅れな家になってたんだ」

「そうだったんですか……妹さんのために」

（渡月さんの妹さんへの執着って、わりと根が深そう……交渉人の仕事をしてるのも、いつか妹さんを取り返すためって言ってたし……）

　それについて深く考えるより前に、渡月さんがすっと立ち上がる。

「留守にしてたから、ちょっと空気が湿気てるね。窓を開けるから、縁側の方に行こうか」

　渡月さんは茶の間の横の障子を開けると、その向こう側の縁側に座布団を運んだ。縁側の窓を大きく開け放つと、庭木と板塀で囲まれているやや圧迫感のある庭から、五月の風がふわりと家の中に飛び込んでくる。

「縁側って、なんかいいですね」

「子供のころは、ここが遊び場だったんだよね。妹や友達とここで漫画を読んだり、ビー玉転がしをしたり」

「へえ、渡月さんの子供のころですか。なんか想像できないな」

「オッサンだって、生まれたときからオッサンじゃないんだからね！」

　笑いながら、渡月さんは小さな庭を見る。庭はあまり手入れをされている気配はなかったが、かろうじて植木の枝は剪定されているようだった。

「そういえば、この家に人が来たのって、いつぶりだろう？　ここ十年でこの家に入ったのって、出入りの植木屋さんと、テレビを新しくする時に電気屋さんが来たとき位だと思うよ」

「ああ、なんかそんな感じします」

　家の主は留守がち、来客も来ないとなれば、この家が妙にがらんとしているのも納得だった。

「じゃあ、俺は十年ぶりの来客ってわけですね。いいんですか？　俺なんて入れて」

「……さあ？　でも、君がこの家にいるっていうのは紛れもない事実だよ」

　渡月さんは淡い笑みを浮かべて、俺を見つめた。

「道生くん、君が言ったこと……」

「好きってことなら、撤回しませんよ。勘違いとか気の迷いとか、そういうのも受け付けません」

「結構頑固だね、君」

「よく言われます。おとなしそうに見えて強情だって」

「まあ、まわりのその評価はまちがいじゃないけど、もう一つ付け加えた方がいいかもね。強情なだけじゃなく、積極的だよね、道生くんって」

「……いえ、初めてかもしれません。こんなふうに、自分からガンガン攻めていったのって」

「そうなの？　割と積極的な子なのかと思ってた」

　驚いたように渡月さんは俺を見つめた。

　俺の周りにいる奴というと、大概は絵を描いてる奴だ。そういう奴らは、ほっといても自分の好きなものを見つけ出して好き勝手動いてる。苦労して美術大学に入ったというのに、絵をろくに描かず演劇や音楽、創作に精を出しているのもいる位だ。俺はそういう奴らの生き方が、すごく驚異的だった。

（よく考えたら、俺、絵を描くのは好きであっても、他に好きなことってなかったのかもしれないな……自分から動ける奴らが、どこかうらやましかったのかもしれない）

「渡月さんと出会って、俺、少し変わったのかもしれませんね。確かに前の俺だったら、連絡くれない渡月さんを探して追いかけてなんかいかなかったと思います」

「ふふっ、一歩間違うとストーカーだよね」

「すいません、迷惑でしたか？」

「……ううん。びっくりしたけど、嬉しかった」

　渡月さんの言葉に、俺はどきっとする。

「嬉しかったってことは、渡月さん、俺のこと……」

「待って、まだ結論を急がないで」

　唇の前に人差し指を立てて、黙って、というゼスチャーを渡月さんはしてみせる。

「あのね、道夫くん。僕はオッサン……というか、そろそろジジイなんだよ？　君のお父さんが生きていたら、ほぼ同世代か、それ以上だからね」

「それは俺もちょっと思いました。でも、それでも渡月さんが好きです。第一年齢はそうだけど、本当にそれだけの時間を生きてるわけじゃないんですから、その点に関しては、言い訳になりませんよ」

　俺は渡月さんの皺なんてまだ存在していない顔を見つめた。

「ええと……三十七歳差だとさすがにアレですけど、渡月さんの見た目年齢って三十くらいじゃないですか？　十歳差の恋なら全然ありだと思います」

「君にはありでも、僕はね……！」

　困ったように俺を見つめる渡月さんの頬がほんの少し赤く色づいていた。それを見た瞬間、俺の中で何かがはじけ飛んだ気がして、はっと気づいたときには、渡月さんの手首を握っていた。

「道夫……くん？」

「好きです、渡月さん……」

　握った手首をそのまま強引にスライドさせ、渡月さんの態勢がくずれたところを抱きとめるようにして唇を奪う。




「んっ……！」

　慌てたように上がった声を飲み込むようにさらに深く唇を交わし、迷いながら渡月さんの唇の内側に舌を滑り込ませる。拒む気配を見せずにいるのをいいことに、俺は渡月さんの舌の先端に触れる。驚いたように一瞬内側に引っ込んだそれを追いかけ、強引に絡ませると、その奥からジュンと唾液があふれてくる。それをまとわせるようにしながら夢中で舌を吸い合い、口内を舐めるようにすると、腕の中の渡月さんの体からくにゃりと力が抜ける。

「キス、よかったですか？」

「……君、ほんとにこないだまでキスもまともにしたことない童貞だったの？」

　目の下まで真っ赤に染めて、渡月さんは俺をにらみつける。でもその顔がかわいいと思ってしまうんだから、全然にらみつけている意味はないんじゃないかと思う。

「いっぱい、想像しましたから。渡月さんをどんなふうに抱こうか、どんなふうにキスしようかって」

「もうっ！　スケベすぎだろ、道夫くん……」

「だめですか？　俺とそういうこと、もうしたくないですか？」

　答えは何となくわかってたから、ほんの少し意地悪そうに問いかけてみる。

「……好きじゃなきゃ、キスだって許さないよ」

　小さな声で、渡月さんは俺の顔を見ないで言った。

「じゃ、俺のことは好きってことですよね？」

　囁きかけるように言うと、渡月さんは真っ赤になりながら俺をにらむように見つめる。

「大体、人間に抱かれるのなんて、好きな相手じゃなきゃいくら僕だってしないよ！」

　早口でそう言うと、渡月さんは俺の手を振りほどき立ち上がった。

「渡月さん……？」

「風呂、準備してくるから。今日はゆっくりしていけるよね？」

　平静を装った口調で渡月さんは言いながら、部屋を駆け抜けていった。

（風呂って……やっぱりそういう意味だよね？）

　縁側に取り残された俺は、走り去る足音を聞きながら、期待と不安に胸をみっともないくらいドキドキさせていた。






　タイル張りの風呂場とステンレスの湯船といううちとよく似たスタイルの風呂は、渡月さんというより渡月さんの親世代の好みなのか、かなりゆったりとした造りになっていた。

（団地の風呂は体育座りじゃないと入れないからな……多少でも足が延ばせるの、ありがたいな）

　ぱしゃりと顔に湯をかけて、いい加減上がろうとすると、ガラス戸の向こうから渡月さんの声がする。

「道夫くん、バスタオルかごのところに置いておくね」

「ありがとうございます」

「着替え、Ｔシャツと下着は新品のがあるから置いておくから」

「えっ、でも渡月さんのじゃサイズ合わないと思いますけど……」

「……サイズ間違えて買ったの、あったんだ」

　そう言うと、渡月さんはドタバタと脱衣所から出て行く。

「サイズ間違えね……確かにあの人ならやりそうだ」

　用意してもらった着替えを身に着けて茶の間に戻ると、正座で両手をぎゅっと握りしめている渡月さんが緊張した面持ちで俺を待っていた。

「お風呂、終わった？」

「はい、さっぱりしました」

「じゃあ、こっちに来て……」

　渡月さんは立ち上がると、俺を狭い階段を上った先にある二階に連れていく。

「ここ、僕の部屋だから」

　そう言って通された部屋には、家の雰囲気にそぐわないセミダブルのベッドが置かれていた。おまけに窓には障子の代わりにカーテンが引かれていて、この部屋だけは俺の部屋とそう印象が変わらないようだった。

「僕もお風呂入ってくるから、ここで待ってて」

　そう言うと、渡月さんはトントントンと足音を立てて階段を下りて行く。

「……なんか、緊張するんだけど」

　六畳間にセミダブルのベッドを入れているから、部屋の中はほぼベッドだ。おまけに本棚や小さな文机が置かれているせいで、床に座るスペースはほぼない。仕方なしにベッドに腰かけると、絶妙な硬さで俺の体重を支えてくれる。

「渡月さん、睡眠にこだわるタチなのかな？　一人で寝るのにセミダブルだし、カーテンも遮光だし。枕もこれ、特殊っぽいよなぁ」

　何気なく硬く丸っこい形状の枕を手に取ると、ふわりと渡月さんの髪の匂いがしてくる。

（あ……ちょっとやばいかも……）

　これからセックスをするかもしれないということよりも、その香りが俺の欲望を刺激する。思わずそれを抱きしめて、匂いを胸いっぱいに吸い込むと、たまらない気分になってくる。

（俺ってもしかしてちょっと変態入ってる……？）

　まだその扉を開けるのは早い、とあわてて枕を元に戻そうとしたところで、階段を上がってくる足音がした。ゆっくりと、一歩一歩を踏みしめるような音は、この部屋に来る覚悟を決めているかのようだった。その音につられるように、俺の中で緊張感が高まっていく。

「……ごめん、待たせちゃった？」

　ドアを開けて部屋に入ってきた渡月さんは、いつもと変わらない笑顔を浮かべていた。ほんの少し髪に湿り気が残っているのと、服が変わっているの以外はさっきと変わらないように見えるけど、それは多分演技なんだろう。やたらにドアを閉める音が大きかったり、俺のところまで来る足取りが妙にふらついていたりして、心の内側が透けてみるようだった。

（渡月さんも緊張してるんだ……）

　再会後すぐになんの感情もなくセックスしたっていうのに、好きだと気づいた途端こんなにもぎこちなくなるとは俺も思っていなかった。でも、そのぎこちなさは居心地が悪くはない。気持ちがあるからこそ、お互いを探りあっているような、そんな意味のある摩擦に感じられる。

「すいません、座るところなくて、ベッド借りてました」

「あ、うん。それ、ソファも兼ねてるようなものだし」

　緊張した面持ちで、渡月さんは俺の隣に座った。ふわりと石鹸の香りが漂い、ああこの人は俺に抱かれるために風呂を使ってたんだと思うと、ぐっと腹の奥底からやばいくらいの欲望がこみ上げてくる。

「道夫くん、ほんとに僕でいいの？」

　ちらりと俺に視線を向け、探るように問いかけてくる。

「渡月さんじゃなきゃダメです」

　俺は渡月さんの肩を抱き寄せ、そのまま腰に手を回す。

「キス、させてください」

「ん……」

　渡月さんは顔を上げて、目を閉じた。目を閉じてしまうと、あのきれいな瞳が見えなくなってしまうのが残念だったけど、俺も目を閉じてしまえばどうせ何も見えない。確かめるように両手で頬を覆い、唇を合わせると、渡月さんの腕が遠慮がちに俺の首に回される。

（なんだか新鮮……今までノリノリの渡月さんしか見てないからかな？）

　どちらが本当の渡月さんの姿なのかとふと思う。

（きっと、俺が今まで見てきたのって、『交渉人』としての渡月さんなんだ。そうじゃない渡月さんて、もしかしてすごくセックスに慣れてない、初心な人だとか……？）

　いやいや、それは夢を見過ぎだろうと思うけれど、うっすら目を開けて見たキスをされている渡月さんはなんだか必死で、征服欲をかき立てられる表情をしていた。

　唇をそっと離すと、濡れて赤みを増した唇とトロリとうるんだ瞳が色っぽくて、俺はたまらず渡月さんをベッドに押し倒した。

「ちょっと待って、道夫くん」

　渡月さんは俺の腕を慌てたようにタップする。

「ここまで来て、やっぱしないってのはナシですからね」

「そうじゃなくて……」

　渡月さんは目元を赤らめながら俺を見つめた。

「あのね、この家古い家だから、防音とかそういうのあんまりないから……あの……」

「ああ、渡月さんをあんあん言わせちゃいけないって事ですね」

「……はっきり言わないで！」

　恥ずかしそうに顔を両手で覆った渡月さんの耳が真っ赤になっているのが、すごくかわいかった。

（あーもー……なんでいちいちそうかわいいかな？　俺よりすっごい年上なのに……）

　その仕草に、俺の中の征服欲みたいなものが、一気に膨れ上がる。

　両手を覆っていた手を無理矢理顔の横に抑え込むと、のしかかる勢いで再び唇を合わせ、舌をねじ込む。

「んっ……ん……」

　渡月さんの上げる微かな声に頭の奥がじんとしびれてくる。飲み込めきれずに唇の端からこぼれた唾液を舌で舐めとると、首筋をそのまま愛撫する。

「あっ……やぁっ……首、だめ……」

　くすぐったそうに悶えるのをなだめるようにしながら、鎖骨のあたりをきゅっと吸ってキスマークを付けると、渡月さんの指がぎゅっとシーツを握りしめ、足にぐっと力がこもる。

「ここ、感じるんですか？」

「聞かないでよ……おじさん、恥ずかしくて死にそうなんだけど」

「前、あんなノリノリで俺に乗っかってきたのに？」

「あれは……なんていうかその……仕事の延長線上みたいな？」

「その仕事の延長戦上で、今まで何人くらい食べてきたんですか？」

　自分でも思いがけないほどの嫉妬が沸き起こって、つい意地悪な口調で俺は問いかけてしまう。

「そんなの……君くらいだよ。どうして自分でもあんなことしたのか、わかんないよ……」

　泣きそうな声で俺だけだと言われて、嬉しくない男がいるわけがない。俺はできる限り優しく渡月さんにキスをする。

「いじめてごめんなさい。俺、渡月さんを独占したくて」

「素直なところも、君のいいところだね」

　恥ずかしそうに渡月さんは俺を見つめ、お返しとばかりに今度は自分からキスを仕掛けてくる。唇を何度も軽く合わせ、唇を舐められると、背筋に軽い電気のようなものが走る。たまらず渡月さんのシャツの前を開くと、薄い胸の上に二つのつぼみが並んでいた。それに指で触れると、渡月さんは微かに声を上げた。

「そんなところいいよ……女の子じゃないんだから」

「でも、俺、ここも触りたいです」

　指でつまむようにすると、渡月さんの足がぴくんとはねる。

「渡月さんだって、感じてるんでしょ？」

「……当たり前だよ、君に触られてるんだから」

　拗ねたように言う口調がかわいくて、胸に唇を寄せ、ぺろりと舌で舐め上げる。そのまま舌で転がすようにしていると、米粒ほどの存在感しかなかった突起がふっくりと大きさを増し、いやらしく自己主張をしだす。

「ほら、ここも俺にいじられて喜んでますよ」

「……道生くんって、何気にいじめっ子だよね」

「渡月さん限定ですから」

　片方の突起を口で攻めながら、もう片方を指でいじっていると、渡月さんはたまらないといった感じで腰をくねらせ始める。

「やだ……そこ、もう……」

　上がった呼吸と潤んだ瞳が、ねだるように俺を見つめる。もうさっきから爆発しそうになっている俺のそこに、硬くなった渡月さんのそれを服越しに擦りつけられて、うっかり暴発しそうになるのを、呼吸を止めてどうにか回避する。

　へそのあたりにキスを落としながら渡月さんの服を脱がせると、ぷるりと下着の中から硬くなったそれが飛び出てくる。嫌悪感もなくそれを握り、ゆっくりこすると、渡月さんが甘い声を上げ、打ち上げられた魚のように体をくねらせた。

「気持ちいいですか？」

　俺の言葉に、奥歯を噛みしめながらうなずく渡月さんの声が聞きたくて、俺はそれを口に含む。

「……っ！」

　ビンと背を反らし、渡月さんは全身をこわばらせる。

「ダメ、道生くん、そんなの……」

「渡月さんだって、俺にしてくれたじゃないですか」

　渡月さんがしてくれたのを思い出しながら舌を這わせると、とうとう悲鳴じみた声が上がった。

「やだぁ……出ちゃうから……お願い、やめて、道生くん……」

「出すの、イヤですか？」

「やだ……道生くんと、一緒にいきたいから」

　幼子のようにたどたどしい口調でねだられ、俺は手を離すことに決める。そのかわり、今度はその下にある窪みに指を滑らせた。

「これ……使って」

　渡月さんはどこからかジェルの入ったチューブを取り出すと、俺に渡してくる。

「お風呂入ったとき、準備してきたから……多分すぐにできるよ」

　その言葉通り、ジェルをまとわせて指を差し入れると、それほど抵抗感もなく俺の指を飲み込んでいく。

（内側って、こういう感じなんだ……）

　指先には肌よりも熱い熱と柔らかさ、独特の弾力が伝わってくる。探るように指を動かすと、内壁が震えるように蠢き、俺の指にまとわりついてくる。それを広げるようにしながら探っていくと、渡月さんがうめくような声を上げた。

「痛いですか？」

「ちが……早く……欲し……道生、く……」

　はくはくと短く息を吐き出しながら、目尻に涙をためて哀願されて断れるわけもない。俺も服を全部脱ぎ捨てると、渡月さんに覆い被さる。膝の裏に手を入れて、ぐっと両足を開くと、辰しん砂しゃに似た色のそこが、呼吸をするようにひくついている。誘われるようにそこに、触れる前からすでにいきり立っている自分のものを押し当てると、ぐっと押し込んだ。

（うあ……やばい、なんだこれ……）

　初めての時は夢中でよく分からなかったけれど、とにかく、渡月さんの内側に潜り込んでいく感覚は、ものすごい一体感をもたらすものだった。渡月さんがどんなふうに感じてるのか、密着しているそこの部分から、痛いくらいに感じられる。

（気持ちいいのは、俺なのか、渡月さんなのか、分からない……）

　意識が飛びそうになるのをこらえながら、ゆっくり体を進め、もうこれ以上は進めないというところまでいくと、俺はようやく息を吐くことができた。

「渡月さん、全部入りましたよ」

「ん……動いて……」

「大丈夫ですか？」

　こくんと頷く渡月さんの額にキスを落とすと、俺は恐る恐る腰を引く。その途端、渡月さんの内側は俺を引き留めようと抵抗し、その感触に首筋から尾てい骨まで一気に快感が駆け抜け、頭が真っ白になる。

　優しくしたいという気持ちと、快感を求める気持ちが交互に入れ違いながら、俺は渡月さんの内側を抉っては引きを繰り返す。

「あっ……道生くん……気持ちいい……」

「俺もです、渡月さん……」

　愛しい人の名前を呼ぶと、腕が伸びてきて、俺の首を引き寄せ、キスを求められる。腰を使いながら唇を貪り合い、唾液を交わす。

「葉は月づき……だから」

「え？」

「僕の本当の名前……葉月」

「あ……」

　色々差し障りがあるから、と本当の名前を教えてくれなかった渡月さんが、俺に本名を教えてくれた意味が分からないほど俺もバカじゃない。渡月さんの心の内側に入ることを許してもらえた喜びに、俺は我を忘れ、その名を呼んだ。

「葉月さん……っ！」

「あっ……ああっ……！　道生くん、ダメ、そんなっ……激しす……ぎっ！」

　必死で声を抑えながら、渡月さんは俺の首にすがってくる。その声も体もすべて俺が喰らう、と本能的なものだけに突き動かされ、俺は彼の真名を呼びながらその時が近づいているのを感じていた。

「葉月さん……もう」

「出して……中に出して、道生くんの熱いの、欲しい……」

　熱を帯びた蕩ける声が俺の脳髄を貫き、全身を駆け巡る。それに打ち抜かれるように、俺はすべてを渡月さんの中に放つ。同時に渡月さんも細く悲鳴のような声を上げながら、内側をつぶれるんじゃないかというほど引き絞り、絶頂を迎えていた。何度も小刻みに体を震わせ横たわっている薄い肩に触れると、びくんと体が跳ね上がる。

「大丈夫ですか？」

「わかんな……い、なんか、変……きもちいいの、止まらない……こんなの、知らない……」

　刺激を与えないように、そっと身を引くと、渡月さんは悲鳴のような声を上げた。すでに張りを失った渡月さん自身からトロトロとだらしなく精液が流れてくるのが妙にエロティックで、俺はまた勢いを取り戻しそうになる自分を慌てて押さえ込む。

（この状態の渡月さんにもう一回なんて言うの、鬼だろ）

　消耗しすぎて意識が半分飛んでいる渡月さんを腕の中に抱きしめると、愛しさが体の内側に収めておくことが難しいくらいにこみ上げてくる。

「愛してます、葉月さん……」

　そっと名前を呼んで、頬にかかっている髪を払い、そこに恭しくキスをする。

　神様に捧げられていた肉体が、今は心身ともに俺の腕の中にある。その幸せを噛みしめながら、俺はいつまでも渡月さんの顔を眺めていた。
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　ふと目覚めると、すでに夜になっていた。

（やば。いつの間にか寝てたみたいだ……）

　腕にしびれを感じて体を動かそうとすると、うまく動けない。それから、体に沿うように何か温かいものが肌に触れている。

（そうだ……俺、渡月さんと……）

　腕の中のぬくもりは、紛れもなく渡月さんだった。素肌を寄り添わせ目を閉じている渡月さんの顔を見ながら、俺は頭のてっぺんからつま先まで、幸せで満たされていた。

（好きな人がいるって、こういう感覚なんだ……なんか、世界が変わるって言うの、わかるな）

　今なら自分はどんな絵を描くんだろうと思いながら、飽くことなく渡月さんの顔を見つめていると、ふっとその顔を描きとどめたい衝動に駆られる。

　そっとベッドを抜け出し、下着だけを身につけると、渡月さんの文机にあったボールペンとメモ用紙を拝借して、渡月さんの寝顔をそこに写し取る。

（こうやって描いてみると、渡月さんの顔ってほんと整ってるよなぁ……）

　まるでギリシャ彫刻のようにゆがみのない顔に畏敬の念さえ覚えながら流れ落ちる髪を描き込んでいると、その髪がゆらりと揺れる。

「ん……」

「目、覚めましたか？」

　俺はペンを置くと、渡月さんの横に再び滑り込む。

「何してたの？」

「渡月さん、描いてました」

「え？　寝顔、描いてたの？」

「はい、すごくかわいかったので」

　笑いながら言うと、渡月さんは恥ずかしそうに顔を覆う。

「オッサンにかわいいとか言わないでよ、ホントに勘弁して……」

「いや、そういう仕草、描きたいと思う程度には十分かわいいと思いますよ」

　俺の言葉に、渡月さんは困ったような顔をする。

「道生くん、やっぱり絵を描くの好きだよね」

「ええ、大学も美大を選んだくらいですから」

「じゃあ、将来はそっちの道に進みたいの？」

　そう問いかけられ、俺は返事に窮してしまう。

「どうでしょう……そうできればいいなとは思いますけど、俺ごときの実力で生き残れるか分からないし、そもそもそれじゃ食っていけませんから」

「普通にどこかに勤めたりする気は？」

「うーん……絵で食っていけないなら、働かないとダメですけど……正直、まだどうしようか何も考えていなくて。周りもそんな感じですから」

「だったら、僕と一緒に交渉人しない？　あっ、学生の間はバイトみたいな感じでいいから」

　突然の提案に俺はぽかんと口を開けてしまう。

「え？　俺がですか？」

「うん、君の料理ね、やっぱりあれ、すごくいいみたい。交渉がスムーズに行く率が上がるんだ。それに、交渉人って常に仕事があるわけじゃないから、仕事がないときは月単位で時間ができるんだ。その間に絵を描くことだってできるよ？」

「はあ……」

　突然の提案に俺は戸惑ってしまう。何というか、それは渡月さんに弟子入りするということなのかとか色々ぐるぐるしてしまうが、はっとあることに気がつく。

「でも、そうですよね。俺の料理をさっさと出せば、渡月さんが神様に抱かれる必要、なくなりますしね」

「え、そこなの？」

　きょとんとしながら渡月さんは俺の顔を見つめる。

「はい、そこ大事です。うん、決めました。まずはバイトとして渡月さんと一緒にいさせて下さい」

　俺の言葉に、渡月さんはぱあっと笑顔を浮かべた。

「ふふっ、じゃあよろしくね、バイトくん」

「バイトくんはやめてくださいよ。ちゃんと、道生って呼んで下さい」

「ふふ……じゃあ雇い主の僕のフルネームも教えないとね」

　渡月さんは俺の耳元に唇を寄せると、そっと自分の名前をささやく。

「僕の名前はね……」

　ようやく知ることができた渡月さんのフルネームに、俺はぽんと手を打った。

「……ああ、だから渡月なんですか！」

「そう、単純な理由でしょ？」

　クスクス笑う渡月さんを俺は抱きしめると、そっとキスをする。

「でも、葉月って呼んでいいのはベッドの中だけでしょ？」

　その言葉に渡月さんはうなずく。

「その名前を神様に知られたら大変だからね。本当の名を知られたら、縛られちゃうから。僕のことを縛っていいのは道生くん、君だけだから」

　ふわりと微笑む恋人を、俺は万感の思いで抱きしめた。

　この人を守っていきたい。

　生まれて初めてのそんな欲求に驚きながら、もう一度渡月さんの唇に口づけをした。
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